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懇耗蓉聴 ぽ警暴
副管長

ゴー ドン・B・ヒンク レー

最
近のことですが，私は仕事を終え，

家でテレビのニュース番組を見てい

ました。 どのニ ュースも争 い，悲 しい出来

事，圧制などを伝 えるものばか りでした。

私はテレビのスイッチを切 り，居間の ピ

アノの所に置いてあった讃美歌を手に取っ

て，昔パー レー ・P・ プラッ トが書いた素

晴らしい歌詞 を読 みました。 これは私が感

じているのとまったく同 じ気持ちを歌いあ

げています。

「来ませ王の王 待 ちに待て り

かばいて 自由 人に与う

イスラエルの民 いま集めたまえ

地は火によ り

正義をもて
み よ

御代を喜びて

』き
よめたまえ

世 を治むる

聖徒 らうたわん」

(讃 美歌28番)

私 が心から確信 していることのひとつに，

主の再臨があ ります。教会本部 ビルのロビ 、

一の東側の壁に1復 活 した主が11人 の弟子

たちに最後の指示を与えている時の様子を

描いた，美しい感動的な絵が飾ってあ りま

す。主はこの時使徒 たちに『「あらゆる国民，

部族，国語，民族」に福音を宣べ伝 えると

いう，彼 らの前途に横 たわる責任について

教 えられました。

「こう言い終ると
， イエスは彼 らの見て

いる前で天に上げられ，雲に迎えられて，

その姿が見えなくなった。

イエスの上 って行かれる時，彼 らが天を

見つめていると，見よ， 白い衣を着たふた

りの人が，彼らのそばに立っていて

言 った，『ガリラヤの人たちよ，なぜ天を

仰 いで立 っているのか。あなたがたを離れ

て天 に上げられたこのイエスは，天に上っ

て行かれるのをあなたがたが見たのと同 じ
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わない人は再臨の時，焼き尽 くされてしま

うでしょう。 その 日は裁きの 日，善 人と悪

人をふるい分ける日だからです。私 の考え

では，再臨の 日について述べられているほど

恐ろしい出来事があった日は，地球の歴史の

どこを見て もないと思います。その 日は自

然が前代未聞の猛威をふるい，地上の諸国
きよう じ

と悪 しき人々にとってはかつてない凶事の

日，義人には至福の 日となることでしょう。

大いなる恐怖が地 に満 ち，天変地異があ

り，人々は泣き悲しみ，たとえ悔 い改めを

口にして も受け入れ られることはなく，主

に憐れみを求めて叫ぶ 日となるでしょう。

しかしその 日は，主がみ使いや，エルサレ

ムで共 に時を過 ごされた使徒たち，復活 し

た人々と共 に来られるのです。主のみここ

ろにかなった行 ないをしてきた人々には感

謝の 日となることでしょう。また，義人た

ちが開かれた墓か ら出て来る時で もありま

す。 そして，サタンが縛られ，主が御 自分

の民を統治される1千 年，・すなわち福千年

が幕 を開けるのです。皆さんは邪悪 な敵 の

力が封 じられるこの素晴らしい時代 を想像

することができますか。今皆 さんを取 り囲

むサタンの力と，それが消え失せる時の平

和 な状態 を考 えてみて下 さい。今地 には争

いと罪悪がありますが，やがて平和 と愛の

時が訪れるのです。

皆さんは今私が話 してきたすべてのこと，

また聖典に記されている事柄 についても，

もっと多くのことを御存 じだろうと思いま

す。ただ，これらの将来の出来事 に対する

信仰 と確信 を新 たにする意味で繰 り返 させ

ていただきました。

これ らの出来事がいつ起 こるか，を理解す

るには， 多くの自己訓練が必要です。 また

この自己訓練は福音の原則に従った生活を

する上でも不可欠のものです。

私 たちの 多くはこれらの出来事 について

いつ も考 えているわけではあ りません。確

かに，それがいつ起 こるか正確な時を知る

方法はないのですか ら， それはそれで良い

と思います。 それよりも，生きて主の再臨
またた

を迎えた時に，瞬 く間に身を変えられ，朽

ちる体か ら不死不滅の状態になれるよう，

毎 日の生活を送ることの方が大切ではない

でしようか。

また，再臨の前 にこの世 を去 らなければ

ならないとして も，生前主の教 えに従って

いれば，復活の朝 によみがえり，素晴らし

い経験をすることができます。 それは約束

の福千年 の間に救い主 と共に暮 らし，働 く

人々のために備 えられた ものです。私たち

は主の再臨の 日を恐れる必要はあ りません。

教会が設立された 目的は，神 の王国の会員

が，地上 に天の王国が築かれる時に，そこの

住人となれるよう励 まし，機会を与えるこ

とにあ ります。次に， もし皆 さんが実際に

行 なうなら役 に立つ と思われる事柄を2，

3話 したいと思います。

予言者 ミカは 「人よ，彼はさきによい事

のなんであるかをあなたに告げられた。主

のあなたに求められることは，ただ公義を

おこない，いつくしみを愛し，へ りくだっ

てあなたの神 と共 に歩むことではないか」

と宣言しています。(ミ カ6：8、)こ れは実

に含蓄のある言葉です。ここでは 「いつく

しみを愛する」という点に絞って話を進め
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ていきたいと思います。例 として，私がひ

とりの若い女性から受 け取 った手紙を少々

引用したいと思います。彼女は扶助協会の

会長 としてこの愛の活動 に携わっています。

「きのうは福祉援助を必要 とする人のた

めの食料品選び と，その配達 でほとん ど1

日を過 ごしました。ふた りの人を訪問 しま

したが，その内のひとりはとてもかわいそ

うな人です。彼女は何年も前に火事 で頭 に

ひどいけがをしました。何度 も何度も手術

を受け，いまだに頭の皮を縫い合 わせている

状態です。・『夫の方か ら話があって離婚 とな

り，4歳 の娘さんとの生活を支え，また手

術を完全 に終 え，栄養士 になるための学校

に復学するまではと，どんな安い賃金でも，

とにか く仕事があればそれをして頑張って

います。 自動車は持 っていません。 この広

いにぎやかな街 を自転車 だけで走 り回って

います。後ろに小さな子供を乗せて，冬の

間もずっと自転車でした。小さな仕事を求

め，あちらこちらと1日 中，50キ ロ近 くを

自転車で走ったこともあるそうです。

1週 間前，自転車に乗っていて凍った地面

の所でスリップし，頭 を強く打って脳 しん

とうを起 こしてしまいました。それでも医

者に払うお金がないと言って，病院に行 こ

うとしないのです。妹という人が気がっい

て，病院に連れて行 くまでは，苦しみなが

ら，ず っとアパー トにいたままでした。彼 .

女のお母さんもあまり豊かでなく，ほ とん

ど助けらしい助けをすることができません。

たまたまホームテ ィーチャーが訪問し，彼

女の状態を知 りました。私 も扶助協会の会

長として彼女のアパー トを訪ねてみました

が，薬，お金はもちろん， ひと切れのパ ン

もない有様でした。 それできのう，食料品

と薬を届けたわけです。 こういう苦 しい生

活をしている人たちのために， もっと役 に

立ちたいと思います。」

いつくしみを愛し，主の戒 めに従 って自

分の財物をこの王国のために捧げて下さい。

ここで もうひ とり，子供の頃は貧 しい生活

をしていたのですが，長じて裕福になった

ひとりの人の証 に関してお話したいと思い

ます。その人は聴衆の前に立ち， こう証 し

ました。

「子供の頃，夏 になると私は柔 らかな木

の枝を口にくわえながら草の上に寝ころん

で， 両親が言っていた天の窓は一体 ど導に

あるのか と，空を眺めていたことがよくあ

ります己雲 の中には見えず，きっと青空の

中のどこかにあるに違 いないと思 いました。

また， どうしたら天の窓が開かれ，・ボーイ

スカウ トの制服や小馬， 自転車を手 に入れ

ることができるのだろうか と考 えたことも

あ ります。そういう物はついに手にするこ

とができませんで したが， 自分 と同じワー

ド部の善良で物惜 しみをしない会員たちが

示 して下さる親切の中に，天の窓が開かれ

るということの本当の意味を見いだすよう

にな りました。」

最後に，この一般的なテーマに関 して，

あと幾つか啓示の言葉を読んでみたいと思
もっ なんじ おもい

います。「絶えず徳を以て汝の想 を飾 るべ
しか

し」 という戒めに対 して，「然 る時は，汝

の 自ら信ず る こと神 の前 に強くなりて」

という約束の言葉があります。(教義 と聖約

121：45)私 は この聖句について，今 まで随

4
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もうひとつ

頭に浮かんでくるのは，

いつか神のみ前に

憶せず立てたとしたら，

これに勝る喜びは

ないだろうということです。
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分考 えてきました。私はこれまで合衆国の

大統領を初め世界各国の数 多くの指導者，

統治者，政治家 に会う特権 に恵まれてきま

したが，このような人々の前に憶せず立つ

ことができるというのは， 自分 に対する 自

信をつけさせてくれるものです。そのこと

を思う時， もうひとつ頭に浮かんでくるの

は，いつか神のみ前に憶せず立てた とした

ら，これ に勝る喜 びはないだろうというこ

とです。

主はこのように続けておられます。「聖霊
と も しやく

は常に汝の伴侶 となり，汝の笏は真理と正

義 の変ることなき笏となり，汝の支配は永
し

遠の支配 とな りて強い らるることなく永遠

に汝に流れ込まん。」(教 義 と聖約121：46)

これ には，義 人と悪 人をふ り分けるために

主が来 られるあの大いなる 日のことが付随

的な要素として含まれてくると思います。

兄弟姉妹の皆 さん，私は啓示 された主の

み言葉を信 じつつ，これ らの事柄 を証 した

いと思います。 また私 たち一人一 人が，再

臨の大いなる恐るべき 日を恐れたり，心配

したりする必要のない生活を，今 この地上 に

おいて送ることができるよう，心から祈 る

ものです。

私たちが真理，平和，道徳的な強さを求

めるなら，神は祝福を注いで下さいます。

いつ ということはわか りませんが，朝 日が

間違いなく昇 るように，主は必ず来られま

す。へ りくだり，イエス ・キ リス トのみ名

によって祈るものです。 アーメン。

盈

聖徒 の道/1982年io月 号 5
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19
80年9月 ，私たちは長い祈 りと計

画の後 に，新 しいステーキ部セン

ターの建築プログラムをステーキ部会員に

発表 しました。建築 には多額のお金が必要

で， ステーキ部の会員 に大 きな信仰が求め

られることは明らかでした。

そのような中にあって，私は決 して忘れ

ることのできない素晴らしい経験 をしまし

た。

仕事が とて も忙 しい 日でした。2時 頃，

秘書か らポール ・グ ッドウィンという人物

が面会 したいと言ってきていると連絡があ

りました。予定表 を見ると別 にそんな約束

はあ りませんでした。 ポール ・グッ ドウィ

ンという名前 自体覚えがないのです。私は

秘書に，とて も忙 しいし，約束 もないのだ

か ら，断わって欲 しいと言おうと思いまし

た。 しか し， どういうわけか， ポール ・グ

ッ ドウィンに会 ってみるようにという強い

気持 ちを感じました。

ひきもきらない忙しさの中，せわしげに

オフ ィスの ドアを開けた私の前に立ってい

たのは，何 と4歳 ぐらいの小さな男の子で

した。母親が応接室にいるのを見てすぐに

わかったのですが，その子 は私 たちのステ

ーキ部のフォーコーナーズ ・ワー ド部 に所

属する，グッ ドウィン家の子供 でした。小

さなポールは両手をポケ ットに入れて立っ

ていました。私 を見上げるそのまなざしは

自信にあふれていて， これは何か とても大

切な話できたのだなと思いました。

私はポールをオフ ィスに招き入れました。

椅子に座って向き合いましたが，ポールの

体は小さくて， その大 きな目も机越しにや

っと見えるくらいでした。「さて，グ ッドウ

ィン兄弟，私にどんな話でしょうか。」私は

こう尋ねました。

聖徒 の道/1982年io月 号

ポールは何 も言わずに，ポケットの中か

らしわくちゃになった1ド ル札 を取 り出し

て机の上に置きました。 そして， もう一度

ポケッ トに手を突っ込むと，今度は25セ ン

ト玉 を取 り出しました。 それから，25セ ン

ト玉 をもうひとつ，そして10セ ント玉と5

セ ント玉を1枚 ずつ出し，全部机の上に置

くと，私の目をみなが らζ う言いました。

「このお金，教会を建てるのに使って下さ

い。」

「教会って
，ステーキ部センターのこと?」

と尋ねるとポールはうなずきました。

「素晴 らしい子 だね
，君は。.でもポール，

この1ド ル65セ ン トはだれからもらったの。」

そう聞いた私 にポールはこう言いました。

「夏 になって
，庭にかぼちゃの種 まいた

の。 そしたら大きくなったから，ぽくの小

さい車 にのっけて，近 くのうちに売 りに行

ったんだ。 それで もうけちゃったの。新 し

いステーキセンターに使ってね，このお金。」

私 の目に思わず涙があふれてきました。

私はポールを抱 きあげ，かぽちゃを売って

作 ったお金はとても貴いもので，天のお父

様 も喜んでいらうしゃると話 しました。

その時，私はステーキ部の会貝たちには，

この大 きなチャレンジに応えるに十分な信

仰があると確信 したのです。

回
回
回

7
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璽璽璽闘璽璽璽1璽闘璽鏡璽1璽闘 ・
スミス家の人々にとって，地球の裏側で起きた火 ，

山爆発による穀物の被害は致命的なものでした。

19
80年 の セン ト・ヘ レンズ山大噴火

は新聞紙上をにぎわせ，人々の間

に火山に対する新たな認識と関心 を呼び覚

ましました。火山の噴火 という現象は非常

に衝撃的であると共に，その影響 も甚大で，

多くの人の耳 目を集めます。 しか し，一旦

休息状態に入ると，人々の好奇心 も静 まり，

噴火という事実は歴史記録の片隅へ追いや

られ，ほとんど忘れ去 られてしまうのです。

こうした歴史の断章の中に，ひ ときわ異

彩を放つ火山噴火の記録があ ります。それ

は末 日聖徒イエス ・キリス ト教会の歴史の

中でも小さな役割を演 じていますが，その
ー
ことはほとんど知られていません。その火

山は，1815年 に爆発 を起 こしたジャワの東，

スンバワ島にあるタンボラ山です。

噴火があった 日付の記録はまちまちで，

4月5日 であったり，7日 であったり，そ

の噴火を記した記録や，「噴火」の定義 の仕

方 によって異なっています。しかし，4月7

日説を採 り，時差 を考慮すると， タンボラ

山の爆発は北アメリカの時間で1815年4月

6日 に起こったということにな ります。

山の高さは初め4，000メ ー トルあ りまし

たが，爆発 によって2，850メ ー トルまでけ

ず られ，直径が24キ ロメー トルもあるカル

デラができました。噴出物の総量 にっいて

は意見が一致していませんが，150立 方 キ

ロメー トルという説が最も一般的です。 タ

ンボラの町の海岸線は5.4メ ー トル沈下し，

噴火の様子は1，600キ ロ離れた所からも眺

め られました。 その被害は半経480キ ロメ

ー トル以内において最 もはなはだしく
，そ

のあたりでは丁度モルモン経の第3二 一フ

ァイ8章 にあるの とまったく同じような暗

闇が3日 にわたって続きました。高熱の噴

煙は四方か ら大気を引き寄せ，パ リケーン

を引き起こし，あらゆる建造物を倒壊 させ，

すべての命を奪い去 りました。

私たちにとって興味深いのは， この噴火

が末 日聖徒イエス ・キ リス ト教会の歴史に

一役買っていることです。タンボラ山め噴

火によって大気中に多量の火山灰が噴き上

げられ， このために太陽光線がさえぎられ

て地表は摂氏1℃ 前後にまで冷えました。

一般にはこれが原因で
，1816年 を 「夏のな

い年」 と言わせた寒冷化現象が起きたと信

じられてお り，合衆国の北東部諸州 では6，

7月 に雪に見舞われ，8月 には穀物が霜の

被害を被るという有様で した。 これまでの

数年 間苦 しい生活をしてきたス ミス家の人

人にとって， この穀物の被害は致命的なも

のでした。 これに他の要因も加わ り，彼 ら

はバーモ ントの地を離れざるを得なくなり

，ました。家財をまとめてニューヨーク州パ

ルマイラヘと移って行きました。ここで，

若きジョセフ ・スミスは一連の驚くべき示

現を受け，モルモ ン経を手にすることにな

るのです。

聖徒の道/1982年10月 号 9



チ ョ
コ レ

あ
る総大会の時のことです。幾人かの

■

話者か ら教会の発展 について報告 が

、あり，私は神駐，訪問者センターの建設，

毎月より多くの国々へ派遣 されていく宣教

師の増加，輪を広げていく会員による伝道

プログラムに心をときめかせていました。

その時，私の心の中に小 さな声がしまし

た。「あなたの隣の家は どう?」

すると，間髪を入れずもうひとつ別 な声

が聞こえてきました。「うちの隣の家族 は全

然見込みなし。」

実際私はそう思っていました。特にその

日の夕方は，我が家の庭でいたずらをした

隣の8歳 ，10歳 ，12歳 の3人 の子供を捕ま

え，怒 り心頭 に発していたのです。

隣にミラー一家(仮 名)の 人たちが引っ越

して来てか らちょうど1週 間後のことでし

た。6歳 になる我が家の娘ボニーが額に傷

を作 って 泣きなが ら帰 って来たのです。

「隣のジェリーに石ぶつけられたの
。」

10歳 のキャシーがふんまんやる方ない と

いう顔で言いました。「隣のジェリーったら，

ボニーが 自分たちの猫にさわったからって

大きな石ぶつけてきたの。ボニーが泣き出

したら，》 エリーのお母さんが出て来たん

だけど， ジェリーったら，私たちが悪 口言

ったなんてでたらめ言 うの。 そしたらジェ

リーのお母 さん 『うちの子のこと， いじめ

ないでちょうだい。 自分の家の庭で遊んだ

ら』なんて言うのよ。」

「私たちだれのことも悪 口なんて言って

ないのよ，お母さん。」8歳 のシンシアがま

じめな顔つきで付け足 しました。

我が家の5人 の子供は近所の子供 たちと

よく口げんかをすることはあ りましたが，

そんな時でも，ひとまず家 に入れて気持ち

を落ち着かせると，1時 間ぐらいたった ら

また一緒に遊び始めます。 ところが ミラー

家の奥 さんは自分の子供が何をして も，か

ばう一方なのです。

我が家の庭で隣の子供たちを捕 まえた時，

私は彼らを母親のところへ連れて行き，激
しか

しい言葉で叱 りつけました。「今度 うちの庭

に石を投げたり，小さな子 をい じめた り，

窓か らのぞきこんだ りしてごらんなさい，

おまわ りさんを呼びますからね。 それと奥

さん，よその子でなく，御 自分の子供 をき

ちん とさせたらいかがですか。そうすれば

この辺 りも， また元のように静かにな りま

すわ。」

私は体 を震わせながら家に帰ってきまし

た。 ところが翌 日になると，怒 りは静ま り，

自分が間違 ったことをして しまったことに

気がつきました。「ミラー家のような人たち

に対 してこそ，末 日聖徒 としての模範を示

さなければならなかったのに。その反対の

ことをしてしまったようだわ。あんなこと

をして しまって，何の得 るところもないの

10



騨雛鱗鱗
わ。」私は声に出して祈 りました。「天のお

父様， どうした らよいので しょうか。御子

でしたらどうなさるのでしょうか。」

はっきりとした答えが返ってきました。

「大きな愛を示 しなさい。」

その答えについてよく考えてみると，な

かなかや りがいのあるチ ャレンジでした。

私はまっすぐ台所に行 き， チョ.コレー トケ

ーキを作 りながら
， ミラー家の人々のこと，

そして彼らが私たちにしたことだけでなく，

私たちが彼 らにどんな態度 をとっていたの

か， また人々に善を施された救い主の模範

についても話 し合いました。

ケーキが出来上がると，私 はそれ をもっ

て ミラー家を訪ねました。あいにく奥さん

は留守で，一番年上の子 にケーキを渡しま

した。「このケーキはあなた たちの ために

作 ったのよ」 と言うと，3人 は驚 きとうれ

しさが入 り混 じった複雑な顔をしました。

「おばさん
，きのうは随分あなたたちのこと

怒ったけ ど，あまりいい気持ちがしなかっ

たわ。で も一番悲 しい思いをしてるのはだ

れかしら。あなたたちのお母さんよ。お母

さんはあなたたちのこと，とて も愛 してるの

よ。だからあなたたちが してはいけないこ

とをすると，とっても苦しむの。お互いも

っと仲良くして，良いお隣同士 にな りまし

ょうね。」

「わかったよ
，おばさん。 ぼくたちもそ

うする」 と トムがきまり悪そうな顔 をして，

つぶやくように言いました。

私が帰ろうとすると，3人 が声をそろえ

聖徒 の道/1982年10月 号

て，「おばさん，ケーキを どう もあ りがと

う」 と言いました。.

それか ら1カ 月の間，私はこの小さな行

ないがもたらした変化に驚かされ ました。

家 に石が飛んできた り，末のふたりの娘が

意地悪 をされて家 に駆け込んでくるような

こともなくなりました。そして3人 の子供

たちは私を見かけると必ず 「こんにちは，

おばさん」と明るいあいさつをするように

な りました。

それでも私はまだ，あの時怒ったことを

深く恥 じていました。 ミラー家の奥さんと

は顔 を合 わせることもありませんで したし，

自分か ら会いに行くということもしていま

、せんで した。 シンシアとボニーが昼食の時

に私に次のような話 をした時がありました

が，特にどうこうということは しませんで

した。「ボニーは，車輪 のところをだめにし

ちゃうか らって，ジェリーにレーシングカー

を借 してあげなかったの。 そしたらジェリ

ーが泣き出して
，おばさんが家の中か ら出

て来たの。 でもおばさん， ボニーのξとは

何に も言わないで，その代わ りジェリーに，

『あなただって
， 自分のおもちゃをボニー

に壊されるとしたら，貸した くないでしょ

う』って言ってか ら，家に入って，少し自

分のしてることを反省 しなさいって言った

のよ。」

私は今 でも訪ねていって， あの奥さんに

愛を示 しておけばよかったと思 っています。

1カ 月後， ミラー家は引っ越 して しまいま

した。移転先 もわか りません。 しか し，私

はひとつのチ ョゴレー トケーキが教えてく

れたあの教訓を決して忘れはしません。
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一」し▲潔な人物 を霊的な視点から描 き出し

1局 てし、く過程1こおし、ては， その初期 の

時代の軌跡を明らかにすることによって，

後年 どの ように成長 し、てい くか，鮮明に

予示される場合がよくあります。 ゴー ドン・

B・ ヒンクレー副管長の半生の中にも表わ
とう や

れているように，人格を陶冶する力という

ものは，場合によっては，驚くほ ど明確 な

形を取ることがあります。以下の一つ一つ

の物語がおのずとそれ を立証 していくこと

でしよう。

若い頃， ヒンク レー長老はしばらくの間

セ ミナ リーの教師として働いたことがあり

ます。今は教育委員会とブ リガム ・ヤ ング

大学理事会をまとめた執行委員会の議長 を

務めています。セ ミナ リー ・インステ ィテ

ユー トプログラムが全世界で飛躍的な発展

を見せてきたこの数年問，彼はこの任にあ

って指導 を進めてきました。

ヒンクレー長老は教育 に対する幅広 い見

識を身につけ，1971年 に はユタ大学か ら名

誉校友賞を，1979年 にはブリガム ・ヤ ング

12



大学から人文科学の名誉博士号を受けてい

ます。

子供時代， ヒンクレー長老が初めて報酬

をもらってした仕事は，デゼレ ト・ニュー

ズ紙の配達で した。それが，長じてからは

デゼ レト・ニ ューズ出版社 の社長 となり，

数年 間その任にありました。

ヒンク レー長老は伝道において も，最 も

基礎 となるところから一つ一つ積み重ねを

していきました。イギリスで専任宣教師と

して働いた後，1935年 にヒーバー ・J・ グ

ラン ト大管長から，現在の広報部の先駆け

灘

，1艦 ・

となったラジオ放送 ・広報 ・伝道文書委員

会の秘書 として働 くように求められました。

この仕事 で得 た体験は，1951年 にデ ビッ

ド ・0・ マッケイ大管長か ら与 ネられ，以

後7年 ，教会幹部に召されるまでの間に務

めた伝道管理部長 としての働 きによって，

さらに厚みを加えました。そして後には，

十二使徒定員会(教 会伝道委員会)の 一員

として，全世 界の伝道プログラムを監督す

ることになったのです。

まだ若い頃， ヒンク レー副管長は何の予

告 もな しに，上院議員をしていたリー ド・

職 鐡_灘 欝

雛

スムー ト長老の代理として話をさせられ，

人々の賞賛 を博 したことがあ ります。今で

もその理路整然とした自然な語 り口のゆえ

に，全国向けのテレビ番組を初め，1980年

の教会設立150年 記 念祭 などの時のように，

教会 を代表 してテ レビに出演するようにと

の要請を受ける場合 があ ります。

ヒンクレー長老は朝鮮動乱中，州 と連邦

政府の選抜徴兵局と連携 して働いた経験 を

持 っていますが，それが政治的な事柄につ

いて大管長会 を援助する特別業務委員会委

0執 務中のゴー ドン・B・ヒンクレー副管長。

②1932年 ユ タ大学卒業当時のヒンクレー副

管長。

③9歳 頃の ヒンクレー副管長。

④1921年 撮影。デゼ レト・ニューズ社役員会。

同社 はソル トレーク・シティー において日

刊紙を発行する教会経営の新聞社。左端が

ヒンクレー副管長。議長を務めるのはマー

ク・E・ピーターセン長老。(中央前向左側)
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鍵灘購難毫灘

⑤1967年 ， べ トナムに末日聖徒 の軍人を訪

問するヒンク レー副管長。

⑥南米の地域を3年 にわたって管理 してい

た時代のヒンクレー副管長。

⑦1973年 ， マージョリー姉妹 と共に，ユタ

州エデンで開かれた家族 による誕生会に

おいて。

員長 としての任務 に対する備えとなったこ

とには疑いの余地がありません。

また日曜学校 中央管理会役 員としての責

任(伝 道か ら帰 ってわずか2年 目に与えら

れた)は ，教会員が福音をよく学び，終わ

ることのない霊的な改宗 を体験できるよう

にするための効果的な教授法という点に常 』

に関心を払わせることにな りました。

幼い頃に家庭の中で育 まれた予言者 ジョ

セフ ・ス ミスに対する ヒンクレー長老の大

14



きな愛は，祖父アイラ ・N・ ヒンクレーの

影響を受けています。15歳 の時， ノーヴー

でジョセ フの話を聞いたことのあるアイラ

は，予言者ジ ョセフ ・ス ミスを深 く愛して

いたのです。

戦いとそのうわざのさ中， ヒンク レー副

管長は朝鮮，ベ トナム，また，戦火が絶え

て久 しいフ ィリピン，沖縄などに，軍人た

ちを何度 も訪ね，平和への願いを深 くする

と共に，「戦争 というつ づれ織」を貰いて明

るく光 る 「銀色の糸」をはっき、りと見極め

る力をも身につけるような りました◎

ヒンク レー副管長 はそのような信仰 を抱

きつつ，教会の新 しい芽が成長 していく姿

を目にしてきました。1961年 に再奉献の祈

りをするためにフィリピンを訪れた時は，

全島でたったひとりの会員しかいませんで

した。 それが現在では，会員数41.000人 ，

13の ステーキ部と4つ の伝道部 を数 えるに

至 っているのです。

十二使徒会在任中に極東地域で果たした

責任は，ブ リガム ・ヤング大学の文化交流

使節団との中国訪問など，最近の責任の先

駆け となるものでした。また，以前南米を

⑧1948年6月17日 ， ラ ジ オ
よい

番組 「土曜の宵 ・教会ア

ワー」のリハーサル風景。

この番組は20回 にわたっ

てJ・ ルーベン ・クラー

ク ・ジュニア副管長(右)

の講話を放送。中央はア

ナウンサーのリチャー ド・

L・ エバンズ長老。 ヒン

クレー副管長はプログラ

ム ・コーデ ィネーターを

務めた。

管理 した時の体験によって， ヒンクレー副

管長は教会で最 も急激な成長 を遂げている

地域の事情にも精通 しています。

ヒンクレー副管長は 自己の人生を形成す

る力となった数 多くの影響力に感謝するこ

とを，忘れてはいません。 ソル トレーク ・シ

テ ィーのイース ト・ミルクリークステーキ

部のステーキ部長を務めた後，1958年 に は

教会幹部 として召されましたが，初 めて支

持を受けた時にこう語 っています5

「昨晩遅 くマッケイ大管長 と話 をしてか

ら，私は自分が歩んできたこれまでの道の

りをずっと考 えていました。 自分ひとりで

この道を歩んできたのではありません。今

日ここに集っておられる素晴らしい方々，

また……名前を思い出すことはできません

が，私に助けを与えてきて下 さった多くの

方々に心か ら感謝しております。」(Co瞬 匹

θη66R6ρ07∫ 「大会報告」1958年4月 ，p.123)

ヒ ンクレー副管長がこのようにして備え

聖 徒の道/1982年10月 号 15



⑨ヒンクレー長老は長年にわたリァジァ地
ブ サン

域を管理 した。『1979年9月 ，韓国釜山に

おいて歓迎の教会員 に囲 まれて。

⑪1972年 ， ソル トレークを訪問したアリゾ

ナの聖職者一行 と会見。長年 にわた リ教

会外の人々 との親交を深めてきた。

られてきたことは，教会員 にとっても祝福

どなるでしょう。類ない素晴らしい経歴と

共に， これまで培ってきた霊的な洞察力は，

かつて例のない困難な時代の中，教会を導

く指導者 として，強く求められるものです。

ヒンクレー長老は福音の原則をしっか り

と身につけた人ですが，人生の様々な経験

の中で，それ らの原則を応用する素晴 らし

い機会 を数々得てきました。

ヒンクレー長老を評する言葉 に，良識の

人，ユーモアを解する人，善良な人，優 し

い人といったものがありますが， どれ もそ

の人となりを非常 によくとらえています。

ヒンクレー長老 と同じく，豊かな才能の

持ち主である奥 さんのマージョリー ・ヒン

ク レー姉妹 は，夫の高潔さと誠実さをたた

え，「夫は私や子供のためになることなら，

どんなこともいといません」 と言 っていま

す。 ヒンクレー副管長 にとって，随分昔い

なかにいた頃 に覚え，今 もって身 について

いる技術を生かし，庭い じりや壊れた物の

修繕をするのは息抜きにもな り，鋭気を養

うことにもつながるのです。

姉妹の言葉 によると， ヒンクレー副管長

は 「どんな時 も家族を心から信頼 し」，自分

で能力の限界と思 っているところをさらに

越えていくように励ましてくれるというこ

とです。

16

、鵬 醐 顧

蝦

灘

毫 騒艀顯

ヒンク レー長老は何年 も前に，家族制度

の重要性 について語 ったことがありますが，

特に現在の社会の危機的状況を考えてみた

場合，その洞察力の深さに気づかされ ます。

姉妹は， ヒンクレー長老の 「明確 な言葉

で述べ られる素晴 らしい 日々の祈 り」はや

は り家族 にとって霊感の源であると言 って



燃

0ヒ ンクレー副管長は

30年 以上教会の伝道

プログラムの運営に

携わってさ=た。1970

年，教会本部への訪

間者にヨーロッパの

状況を説明する。

います。またヒンクレー長老は どんな時で

も底抜けに楽天的で，悩んでいる人々を見

ると必ず，いっか良 くなる時が来ると励 ま

しを与えているということです。 ヒンクレ

ー姉妹に言わせると，「夫は音楽，文学，そ

して人生 そのものを愛 しており，側 にいる

だけでとて も楽 しい」そうです。

十二使徒定員会の集会で20年 間席 を隣合

わせてきたハワー ド・W・ ハンター長老 は，

ヒンク レー長老 についてこう語 っています。

「ヒンクレー副管長 とは十二使徒定員会

で20年 間，席を隣合わせにしてきました。

彼の知恵と判断力についてはよく知 ってい

るつ もりです。 これか らは今までのよう に

彼の力を隣合わせに感 じることはできなく

な りますが，彼が副管長 として支持 された

時，私ほど喜んだ人もいないと思います。

彼ほどの力を持 った人はそういません。新

しい召 しを通 して，教会に大きな貢献 をし

て くれ ますよ。」

十二使徒定員会の中で何年 もの間 ヒンク

レー長老 と席を隣合わせにしてきたもうひ

とりの人， トーマス ・S・ モ ンソン長老は

こう言っています。「彼は知性 と思いや りが

見事に融合しています。定員会で何か問題

が出されると，即座にその詳細な点まで把

握 してしまいます。 しか し，彼の答えは，

必ず正義の要求が憐れみによって和らげら

れているのです。」またモンソン長老は，ヒ

ンクレー副管長が 「疲れを知 らない働き手」

であり， いつも 「まず神の国と神の義 を求

めるという自分の信念を実証 している」人

であるとも述べています。

ヒンクレー副管長は，教会は結局一人一

人の教会員の証，また 自発的な働 きと奉仕

の上 に築かれるという事実を非常に重く見

ています。ある総大会の席上， ヒンクレー

副管長は証 について こう語 りました。「教

会を中傷する人々が教義的な論争を仕掛け

て くるか も知れません。 しか し，聖霊の力

によって私たちの心にくるこの証を打ち破

ることは できな いのです。」(Co碗 名8η6θ

聖徒 の道/1982年10月 号 17



⑫1958年4月 総大会において登壇するヒン

ク レー副管長。デ ビッ ド・0・ マ ッケイ

大管長から新任十二使徒補助 として紹介

を受ける。

1～6ρoπ「大会報告」1961年10月 ，p.116)
一'神はす

べての人に福音の真理を進んで分

かち合 うという責任 を教会に与えられまし

たが， この全世界に及ぶ伝道の責任 に対す

るヒンク レー長老の愛 と関心が衰 えを見せ

たことは一度 もあ りません。 また，全世界

に広がる道徳的な腐敗に対する明確な憂慮

の念の表明を見て もわかるように， ヒンク

レー長老が過去25年 ，総大会の席上語 り続

けてきた言葉は， 日を重ねるごとにその奥

行と深さを増 し加えています。南米のある

空港で，世の中に背を向けたひとりの青年

と交わした言葉の中には， ヒンクレー長老

の思いや りと見識がよく表われています。

この時ふたりは平和や自由について打ち解

けた話をしていたのですが，その青年 の 「正

しい道徳律 とは何か」 という問いに対する

ヒンク レー長老の答えが，次のように書か

れています。「私 は少なからず彼にショック

を与えるような話 し方をした。『君の言 う
もうそう

自 由 は 妄 想 で しか な い ， 平 和 に し て も ま や

か し だ 。 理 由 を 説 明 し よ う 。』」(「 大 会 報 告

1970-72」P.120)
ごと

ヒンクレー副管長は，きら星の如く並ぶ

召しと責任を通して，絶えず主の訓練を受

けてきた人ですが，教会本部の職員から始

めて，大管長会の一員になったという点に

おいては，この神権時代唯一の指導者です。
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ジ ョセフ ・F・ メ リル長老から大管長会 に

15分 間の報告 をするという責任を与 えられ

た，熱心で，謙遜な，帰還後間 もない元宣

教師が教会本部 を訪れたのが， そもそもの

始まりでした。 この時の報告は大管長会の

意向によって約1時 間半に延ばされました

が，ある意味では，いまだに続いていると

言うことができます。小事 に忠実 な管理人，

ゴー ドン ・B・ ヒンクレー副管長 は今や，

かつて 自分が訪れたと同じ大管長会の部屋

でほとんど一 日中，執務 をし続けているの

です。
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什1分1の1-1

に関して思う

4つ の事柄

グレン ・レイタム

私
が末日聖徒の人たちと初めて接触を

持ったのは， まだ19歳 の頃でした。

その日の 日曜学校の間，私は献金箱がまわ

されてきたら1ド ル札を入れてやろうと，

心ひそかに待っていました。招 いてくれた

モルモンの友人たちか らけちな人間だとは

思われたくあ りませんでした。 とは言 うも

のの，当時の私の仕事は時給35セ ン トで，

1ド ルは大金でした。 しか し， 日曜学校 の

時には結局献金箱はまわって こず， とうと

う閉会の時間になって しまいました。

そして，次の聖餐会の時間には2倍 の額

を払おうと決めて，今か今か と待ち構 えて

いましたが，やに り献金箱はまわってきま

せんでした。それで，これはきっと礼拝堂

を出て行く時に払うことになっているのだ

ろうと考え，私はポケッ トに手 を入れ，お

金をすぐに出せるようにしていました。 と

ころがそれも見込み違いで，差 し出される

のは，握手 を求める手ばか りでした。

いったん外に出てか ら，私は招いてくれ

たモルモンの友人にさり気 なく聞いてみま

した。「君たちの教会ではいつ献金箱 がまわ

ってくるの?」

すると返 ってきたのは 「私たちの教会で

は献金箱をまわす というようなことはしな

いんだ」という答えでした。

私はちょっと信 じられず，「本当に?」 と

思わず問い返 しました。

それでも，「本当に」と，彼らの返事は同

じです。

「素晴らしい
，これ こそ求めていた教会

だ」 と私 は思いました。 その時こそまさに

什分の一 について学ぶ時でした。

当時私 は宗教のことで，長い間一生懸命

祈 り続けていました。心 の中に満たされな

いものがあり，霊的な安 らぎを得たいと思

っていたのです。宣教師か ら什分の一につ

いてレッスンを受けた次の水曜 日，私は求

めていた心の平安 を得ることができました。
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○○○○○○○○○○○○○
ふたりの長老が レッスンを初 めた時 に，心

にあ、玄・れてきたあの思いは決 して忘れるこ

とがないで しょう。私はレッスンで学んだ

すべてのことが真実であると確信 しました。

そして次の日曜 日，私は最初の什分 の一 を

納めたのです。バプテスマを受けるまだ半

・年前のことでした。

教会員となって30年 の間，私 は什分の一

に対 して思 い違 いをしている人を数多く目

にしてきました。その誤解 によって，素晴

らしい什分の一の律法が もた らす祝福 を自

ら閉ざしてしまっている人々がいるのです。

その誤解の中から4つ を選んで分析 してみ

ました。

誤解その1： 什分の一とは金銭の問題であ

る。

什分 の一で求められるのは，お金ではな

く，信仰です。教会が制作 した 『天の窓』

という映画では， 人に什分の一の戒めを守

らせる原動力となる信仰の真の姿が強調 さ

れています。 ロレンゾ ・スノー大管長在任

中の経済的苦境 に直面した教会の様子が描

かれています。教会は膨大な負債を抱え，

解決へのめどは何 もあ りませんでした。 問

題解決を 目指 す中で，スノー大管長 は幾つ

かの提案 を受けましたが， どれ も教会員の

献金に頼 るというものばか りで，満足でき

るものはひとつもあ りませんでした。 そし

て，スノー大管長はみたまのささやきに従

い，35年 ぶりという大干ばつで最 もひどい

被害を受けていたセン ト・ジョージヘ旅立

ったのです。

スノー大管長は希望 をまった.くな くして

いたその地の人々に，什分の一の戒めに従

って，信仰を証明するようにと，霊感によ

る訴えをしました。人々がこの勧告に応え

た結果，文字通 り天の窓が開かれ，人々の

上 に祝福が注がれました。

誤解その2=什 分の一は金額でその価値が

計られる。

額がいかに大 きくて も，什分の一である

ことに違 いはありません。

私 は1954年 に 自分がバプテスマを施した

ナバホ ・インディアンの8歳 の貧しい少女

か ら5セ ン トを受け取 ったことがあります。

確認の儀式が済んでから，彼女は私のとこ

ろに来て， その手 にしっかりと握っていた

5セ ン ト玉 を差し出 して こう言いました。

「長老
，これ私の什分 の一です。完全な什

分の一です。」

このナバホの少女の什分 の一も，最 も裕

福 な教会員が納める什分の一 も，什分の一

としては何ら変わるところがあ りません。

誤解その3： 什分の一 を納めると経済的に

，苦 しくなる。

結婚 して間もない頃の体験で，特に思い

出深い出来事があ ります。私 は当時，ブ リ'

ガ ム ・ヤング大学に在学中で，最初の子供

が生 まれ，引っ越 しを終えたばか りでした。

子供が生 まれたことによって，妻が働け

なくなり，私たちは経済的に非常に苦 しい

状態にあ りました。 ある時，1カ 月の予算

を立ててみると，最低限必要な出費に加え

て什分の一 を納 めると，手元には50セ ント

しか残 らないという計算になりました。 し
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かし，私たちは，主が予言者マラキを通し

て言われたことを信 じていましたので，い

つまでもそのことで思い悩んだ りはしませ

んでした。(マ ラキ3：10-12参 照)私 たち

は什分の一を納めました。

次の月曜 日，私は商店街で，額縁を並べ

た店先 をのぞいていました。大学の友人か

ら美しい銅版画を もらっていたからなので

すが，むろん額縁 を買う余裕 などあろうは

ずがありません。 しかし，そこを立 ち去 ろ

うとした時に， もう一度 カウンターの向こ

うにいた若い店員のところに戻って，だれ

か塗装職 人を探 している人を知 らないかど

うか尋ねてみるようにという気持 ちを感 じ

ました。私の家は父 も祖父 も塗装 を仕事 に

していて，私 自身もかなりの訓練 を受けて

いました。季節が冬で， しかも不景気な時

代でしたか ら，働 き口がそうた くさんある

とは思 っていませんでした。 にもかかわら

ず，私は心に強 く働きかけるものを感じて，

その店員に尋ねてみました。

「ちょうど今朝
，あるお得意さんが来て，

腕のいい職人を知 らないかと言ってました

よ」と言うと，店員はその人の住所を教え

て くれました。私はさっそくその家を尋ね，

昼からはほかの職人たちの監督役 として，

1時 間2ド ルという当時 としてはかなりの

額の手間賃で仕事をしました。以来，私は

働き口がなくて困ったという経験が一度 も

あ りません。

什分の一を納 めて豊かになることはあっ

て も，貧 しくなることは決 してありません。

什分の一を納めるなら必ず天の窓が開かれ

ます。

誤解その4： 什分の一として納めるお金は，

もともと自分のもの。

ジョージ ・アルバー ト・ス ミス大管長の

ある話を思い出します。 スミス大管長があ

る裕福 な教会員 と話をしていた時， その友

人は什分の一のことを話題にしてきました。

彼は，自分は普通とは違 う方法で什分の一

を納めていると言いました。毎年収入の10

分 の1を 銀行 に預 けておき， 困った人がい

たら，それを助けるために使 うようにして

るというのです。「どう思 う?」 と彼は尋ね

てきました。

ス ミス大管長はそれに答えてこう言いま

した。「君は他人の財産を随分 と気前よく使

う人だね。」(1〃2ρ70泥窺6窺E勉 「インプル

ーブメン ト・エラ」1947年6月 号
，p.357)

マ リオン ・G・ ロムニー副管長 も，什分

の一は主に対する債務 であって， いわゆる

寄付金のたぐいとは違 うと教えています。

「什分の一は
，主が私たちの用 に供する

ために作って下さった物 に対する賃借料 と

して，すべての人に課せ られている債務で

す。私たちが什分の一 を納 める主は，優先

的に債権の弁債 を求め得る立場 におられま

す。 すべての債権者に返済するだけの分が

ない場合 は，まず主に対 して返さなければ

なりません。こう言うと驚かれるか も知れ

ませんが， これは真実です。 しか し，他の

債権者たちは心配するには及びません。な

ぜなら，主は什分の一の戒めに従 う信仰を

持つ人を常 に祝福されるので， その人の他

の債権者 に対する返済能 力がなくなるとい

うことがないからです。」
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かつてフィンラン ド領だったその小さな

町の最大の行事はスキーレースで した。

私
が少年時代を過ごした村があるカレ

リア地方は，1939年 か ら40年 にかけ

ての戦争でソビエ トに併合される以前はフ

ィンラン ドの領土でした。湖や沼，川，丘

の多い寒冷な気候 の所で，スキーが とても

盛んでした。
ゆる

毎年厳しい寒が緩む2月 になると，人々は

冬ごもりの生活から目を覚 まし，村はずれに

ある広いくぽ地に集まってきます。このくぼ、、

地 はクロスカン トリーレースのゴールにな

っていますが，それには幾つか理由があり

ます。 まず，夏の間に丘の斜面を削って造

成 されたこのくぽ地は， レースのゴール地

点 として用いるだけでなく，売店を出せる

くらいの広さがあったことです。 レースの
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日には， ミー トパイやソーセー ジのおいし

そうなにおいが辺 りに立ちこめます。 もう

ひとつは，雪で覆われたこの砂地の場所が，

天然のスタジアムになることです。 くぽ地

の上の方に立つ と，ゴ ール直前の直線コー

スが見渡せ，1位 の人のゴールインの瞬間

がよく見えるのです。

レースのために多くの準備がなされまし

た。年長の子供たちは役員から青 い紙の腕

章 をもらい，観客がコースに入り込んで，

レースの邪魔 をしないように整理役を務め

ます。 レースは，年齢，性別 などで様々な

グループに分けられ，年 をとった人たちも

いつも結構良い成績 を収めていました。 グ

ループごとに色のついた紙テープで表示 さ

れたコースを走 ります。 しかし，何 と言っ

ても最大の見ものは壮年 男子 による30キ ロ

レースでした。 このレースで 日頃の努力の

成果を発揮 して優勝 した人は，その1年 ，

村の英雄 です。農閑期の農夫，靴屋，商店

主など多くの人が，勝利を手にした自分の

姿を夢見ます。

当時私たち子供には， タピ ・エスカとい

う英雄がいました。彼は大人でしたがとて

も背の低い人でした。 しか し，彼ほど楽 し

く，面 白い人 もいませんで した。私たちは

背の高さがそう変わらないということで，

彼に親近感を覚 えたのかも知れ ません。 ま

た彼が小さな体のことで悩んでいたことを，

子供ながらに察 していたのだろうと思いま

す。「エスカ」と呼ばれていましたが，本当

は 「エナ リ」という名前だったような気が

します。「タピ」はフィンラ ンド語で 「ずん

ぐり」 とか 「ちび」 とかいう意味で， もと

もとは侮辱するつもりで付けたあだ名だっ

たのでしょう。で も私たち子供 には，そん

なことは何でもないことで した。 その年，
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私 たちは久ピ ・エスカがスキー レースで優

勝するに違 いないと思 っていました。

しかし問題がありました。実を言うと，

彼はそんなにスキーが上手でなかったので

す。最初の年，彼は壮年者の部に出場 しま

したが，結果は散々なものでした。10キ ロ

のコースを3周 するのですが，第1位 の人

がゴールに入って来た時，タピ ・エスカは

ようやく1周 目を回ったところでした。や

っとゴールに着いた頃は，ほかの選手たち

は皆サウナぶろ(フ ィンラン ド特有の蒸 し

ぶろ)に 入っていたり，家に帰る途中だっ

た りという有様です。 くたくたになってゴ

ールに入ってきたタピを待っていたのは
，

がっか りした顔つきのわずかな子供たちだ

けでした。

そのレースの翌 日から翌年冬があけるま

で，タピ ・エスカは寸暇を惜 しんで， コー

スでスキーの練習をしました。夏にはヴォ

ークシ川で泳 ぎをした り，軍用の大きなボ

ー トをこいだりしました。背 こそ伸びませ

んで したが，筋肉が隆々としてきました。

私たち子供は大喜びで， これだけ筋肉がつ

いて，練習を積めば今度 こそ優勝間違 いな

いと思いました。私たちは地道に練習を重

ねるなら，それだけで十分優勝できると考

えていました。映画の中の物語はいつもそ

うで した。

しかし，タピ ・エスカはその年 もだめで

した。 それでも今度は最後の一団に混じっ

てのゴールインでしたし，少なくとも，何

時間 も遅れたわけではありませんで した。

それに私たちのほかにも彼が完走するのを

見ていた人がいたのです。私たちはタピの

足は大きな人たちと競争するには短か過ぎ

るのだと思いました。 そして， もうレース

に出ることはないだろうと。



ところが翌年，タピ ・エスカは私たちに，

「シス」というフィンランド語の意味を身

をもって教 えてくれたのです。「シス」とは

強固な意志，勇気 というような意味です。

このシスこそ，彼に備わ っていたものなの

です。彼は練習，練習， また練習の毎 日を

続けました。次のレースの頃には，私 たち

はタ ピは必ず優勝すると確信 していました。

もっとも，毎年そう信じ続けていたのです

が，今度 こそは絶対 に間違いないと思った

のです。
おおまた け ち

選手たちは大股で雪を蹴散 らしなが ら，

森の中へ入って行 きました。1周 目，2周

目と過 ぎ，ついに3周 目にな り，選手たち

はまたコースを森の中に進んでいきました。

私 たち もスキーを付けていましたので， 中

には選手たちの姿が見えてきたら， ゴール

のくぽ地か ら先頭の選手の所まで滑って行

こうという者 もいました。最初 に姿 を見せ

るゐは我らが英雄タピ ・エスカと信 じ切 っ

ていたのです。

私たちは寒さの中を待ち続けました。木々

も雪 をかぶって真っ白でした。 目に留まる

何本かの煙突からは煙がまっすぐに上 って
ほお

いました。頬は切 られるように冷たくなっ

ていました。 しか し，たちまち体中が燃え

るような出来事が起きたのです。森の外れ

か ら町}番 の小さな男タピ ・エスカが姿を

見せたのです。 しかし，今や彼は町で一番

の大男となっていました。彼は先頭を切 っ

ていました。大人たちまで立ち上がってタ

ピ ・エスカに声援 を送りました。

彼は丘に差 しかか りました。 その足は目

に留まらないような速 さで上下に激 しく動

いていました。 その時です。彼の後ろにぎ

こちない格好で進んでくるひとりの大男の

姿が見えてきました。 この足の長 い邪魔者
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が転ぶか，スキーを折るか して，絶対 タピ・

エスカを追 い抜かないようにと心の中で念

じた人が随分いたと思います。 しかし，ふ

た りはくぽ地の上の所で競 り・合 いにな り，

最後は大男の方が先にゴールインしてしま

ったのです。

しか し，私はそれ以来，何べんその大男

のことをかわいそうに思ったかわかりませ

ん。1位 になった彼 に向か って歓 声を挙

げる人はほとんどいませんでした。 タピ ・

エスカがゴールインした時は手の付けられ

ないほどの大変な騒 ぎにな りました。私た

ちはタピ ・エスカの所に殺到 しました。青

い腕章を付けた年長の子供たちもそれを止

めることはできませんでした。私たちはタ

ピ ・エスカをぐる りと取 り巻 くと，スキー

もろとも胴上 げをしました。 タピの頑張 り

を知 っていた町の人たちもそれ に加わりま

した。中には人目をはばか らず泣いていた

人も何人かいました。私 たちは彼が1位 で

はなく，2位 だったことをすっか り忘れて

いたのです。小さな体に不屈の精神を秘め

たこの人は，決 してあきらめてはならない

ことを教え，・私の少年時代の英雄 となった

のです。

このレースが行なわれたのは1938年 で し

た。 そして翌年第二次世 界大戦が始 まり，

多くのものを奪 い去 りました。 スキー レー

スは行なわれ ませんでした。私 にも年長の

子供 の中に入り，青い腕章 を付けて観客の

整理 に当たる機会は巡 ってきませんで した。

タピ ・エスカにも最初 にゴールラインを踏

む力があることを証明する機会はやって来

ませんでした。 しか し，私やみんなにとっ

て，その必要 はなかったのです。彼は真の

勝利者であるこどを，余すこξなく示 して

くれたのですか ら。
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オ
リンピックの開会式ほど感激的な光

景はありません。万国旗がはためく

巨大な競技場の中， トラックを行進する選

手団に，何万人 もの観衆から声援が送られ

ます。 とりどりの色彩にあふれたその光景

は， まさに壮観 と呼ぶにふさわ しいもので

す。平和 を象徴するハ トが何百羽と放たれ，

祝砲が鳴 り響 きます。 やがてギリシャのオ

リンピアで太陽の光からともされた火が聖

火ランナーに運ばれて入場し，聖 火台に点

火されます。

参加選手は皆その胸中に，金 メダルヘの

熱い闘志 をみなぎらせています。 オ リンピ

ックのモットーとしてよく知 られている，ラ

テン語の"Citius，Altius， ：Fortius"と い う

言葉 は 「より速 く，より高 く，より強 く」と

いう意味です。 この3つ の言葉 にはオリン

ピックの歴史その ものが言い表わされ，人

類が進歩成長の過程 において塗 り変 えてき

た様々な記録が要約 されています。「より速

く， より高 く， より強 く」この言葉 には，

永遠 にやむことのない人類の向上心がよく

表われています。この言葉が示す理想を追

い求めて生きる人間の姿 は，オリンピッ，ク

とスポーツの記録の中に明 らかです。1920

年代 ， ジョニー ・ワイズ ミュラーは水泳界

において史上最高の泳者と言われていまし

た。彼はオリンピック出場前 の67試 合 で

世界記録をぬ りかえていました。1924年 と

1928年 の大会では，彼は毎回5つ の金 メダ

ルを獲得 しました。 それが現在では，十代

の少女が彼以上の記録を出しているのです。

長 い間，1，600メー トルを4分 以内の記録

で走ることは不可能 であると考 えられてい

ました。 多くの選手が この壁を破ろうとし

て懸命な努力を続けましたが，ついに1954

年5月6日 ，オックスフ ォー ドにおいて，



イギ リスの医学生ロジャー ・バニスターが

3分59秒4の タイムを出して，世界中を驚

かせました。その時から，数 多くの選手が

人間の能力の限界 に対する古い観念を打破

してきました。 そのひとりにジム ・リュン

という高校生がいました。彼はこの種 目で

3分59秒 の記録 を出しましたが，居並ぶ強

豪の中では8位 にとどまったに過ぎません

でした。リュンはこれまで約20回 ，4分 以下

のタイムを出していますが，現在イギリスの

スティーブ・オーベットが保持する世 界最高

記録は3分48秒8と いう驚くべきものです。

砲丸投げの最長飛距離は18.2メ ー トルが

限度であると考えられていましたが，1956

年 の オ リンピックにおいてパ リー ・オブラ

イアンが この神 話 を打 ち砕 き，現在 でば

22.47メ ー トルが世界記録 になっています。

また，1896年 ギ リシャで開かれた第1回 目

の近代 オリンピックで円盤投げの金 メダリ

ス トが出した記録は29.09メ ー トルでしたが，

現在の世 界記録は70.85メ ー ト!レに達して

います。

私がまだ若かった頃，ボブ ・リチャーズ

は，棒高飛びで4.5メ ー トルという信じら

れない記録 を出しました。一昨年開かれた

モスクワオ リンピックでは，6人 の選手が

5.49メ ー トルのオリンピック記録を破 りま

したが，その後でポーラン ドのウリズロウ・

コザキヴィクズが5.69メ ー トルという世

界新記録を出 しました。彼は次 に5.73メ ー

トルに挑みました。結局は失敗 に終わった

ものの，2回 目の試技はわずかにバーに触

れただけで，5.7メ ー トルの高さであれば楽

に越えていたはずなのです。

廼

1954年 ，イギリスのオックスフォードにおける

競技会でロジャー ・バニスターは1，600メート

ル4分 の壁を破った最初の走者となりました。

撫

霧、
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こうした選手たちの活躍は確かに 「より

速く，より高く1よ り強く」の精神 を実際

私たちの目の前 に繰 り広げて見せてくれま

す。ではチャンピオンは一体 どのようにし

て作られるので しょうか。彼らをして過去

の記録を更新 させ，表、彰台の最上段 に導 く

ものは一体何 なのでしょうか。私 は，スポ

ーツ競技の勝者が備えている特質は人生の

あらゆる試 しの中で勝利を治めてきた人々

にもあてはまるものと信 じています。

望 み

すべてが整い，語 られ尽くしたとしても，

実践がない限り， なにごとも達成されはし

ません。 ロジャー ・バニスターは，4分 の

壁を破った後で，希望 という言葉 を 「今 ま

で成し遂げてきた以上の ものを自己の中か

ら引き出す力」と定義 しました。彼は新記

録を出したその レースの間， 自分 自身にこ

う語 り続けたそうです。「ロジャー，たとえ

膝をついてレか走れなくなって も，とにか

く走るんだ。」イリノイ大学 の名コーチ，ボ

ブ ・ツピックは，人間にはどんな時でもも

うひとふんばりする力が残 されているとい

う信念を持 っています。 彼はこう言ってい

ます。「力の限り走って，もうこれ以上は一

歩 も無理 と思える時でも， もし目の前 に大

きなライオンが現われたとしたらどうです

か。また力をふ りしぼ って走 り出すんじゃ

ないですか。」

選手たちは肉体的な苦痛 に耐 えて訓練を

します。それは，実際試合の最 中に痛みに

襲われた りすることがあ り，そんな時でも，

試合は続けていかなければならないことを

胆に銘 じているか らです。不思議に聞こえ

るか もしれ ませんが，彼らは苦痛に耐えて
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い る時にこそ力がついてくると言います。

肺を広げ筋肉を伸 ばせば確かに苦痛 を伴 い

ます。 しか し，それ によって， さらに力を

増し加 えることができるのです。 人生にお

いても同じことがいえます。

ミシガン州 ランシングステーキ部カラマ

ズーワー ド部 のジョージ ・T・ ヨハ ンセン

兄弟は，大学時代 の級友だったピー ト・カ

バローのことを話 してくれました。彼は身

長が1メ ー トル50セ ンチにも満たず，体重

も45キ ロそこそこで したが，何 として も運

動選手にな りたいと思っていました。 その

カバロー(ス ペイン語で 『馬』の意味)が ，

クロス ・カ ントリー ・レースに出場 しよう

と決心 しました。

最初 の年， ピー トは何 とか完走ぼ したも

のの，競技場 にたどり着いた時には，観客

席 にはもうだれひとり残っていませんでし

た。 しか し，次の年には，前回よりは良 く

なり，3年 目には観客がまだスタン ドに残

っているうちに完走するまで進歩 しました。

4年 目には観客 は口々にこう言いました，

「今年はカバローに何 とか優勝して もらい

たいね。」しか し，だれ もそんなことが実現

すると考えてはいませんでした。

それでもまだ， もしや， という期待はあ

ったのです。観衆は，ラス ト・スパー トを

かけて くる先頭 グループの中にピー ト ・カ

バローの姿が見えはしまいかと，競技場へ続

く丘の方に目を向けていました。最 初 に現

われたのは長身の足の長い選手で した。期

待がはずれ， ため息ともつかぬどよめきが

起こり，見物人の中には席を立ち始める人

人 もでてきました。

ところが，丘の上 に突然 ピー トの姿が見

えてきたのです。場内は騒然とな り，声援

が湧き起 こりました。「走れ，ピー ト!が ん



ばれ， カバロー!」 まるでピー トが優勝 し

たかのように1位 の走者はまったく忘れら

れていました。 人々の心には今 日に至るま

で全力 を尽 くしてレースに挑んだ彼の姿が

刻まれています。ある意味では，ピー トこそ

真の勝利者 と言えるのか も知れません。

個人的な努力

個人的な努力という点で私が知っている

最高の模範は大学時代のジム ・ソープの場

合です。 レーマン人の血をひく彼は，カー

ライル ・インディアン学校 に通 っていまし

た。 そこで，だれ も達成できなかった数 々

の記録を出していきました。彼はフッ トボ
しゆん

一ルチームの主力選手のひとりで非常な俊

そく

足を誇 り，よく冗談半分 に， 自分がどちら

の方向に走っていくかを相手チームに予告

していたそうです。 ボールをキ ックすれば

64メ ー トルは飛ばしました。

ある年 にはソープの走る，蹴るの大活躍

で強豪ハーバー ド大学を打ち負かしたこと

もあ ります。 また陸軍士官学校のチームと

対戦 したことがあ りますが， この試合で彼

は相手側か らのキック ・ボールを拾 い上げ，

そのまま一気に90ヤ ー ドを駆け抜けてタッ

チダウ ンしました。 しかし， これは反則が

からんで無効 にされてしまいました。 しか

し，その後で，ソープはまたボールを拾い

上 げ，今度は95ヤ ー ドを駆け抜けて得点を

挙げてしまいました。

陸上競技で連戦連勝の強豪，ペンシルベ

ニア州のラファイエ ット単科大学チームと

対抗試合 をした時のことです。 ジム ・ソー

1912年 ，スウエーテンのスト・yクホルムで開かれた第5回 オリン

ピック大会において，ジム ・ソーブは近代5種 競技と10種 競技の

両種目に勝利を収めました。

-醸
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プはひとりの付き添いを伴ってその会場に

現われました。ラファイエッ ト大学の方に

は48人 もの選手団で来ていたので，おか し

く思った大会役員が尋ねました。「カーライ

ル ・インディア ン校は選手がふたりしか見

えませんが， まさかこれで全員 というわけ

ではないで しょうね?」 それにソープが答

えました。「いいえ，選手は私ひ とりだけで

す。もうひとりはマネージャーですよ。」

その日の試合で，ソープは，走り高飛び，

幅飛び，砲丸投げ，120ヤ ー ド・ハー ドル競

争，同じく220ヤ ー ド・ハー ドル競争で優勝

し，100ヤ ー ド短距離競争では，3位 入賞を

果たしたのでした。結果は71対41で ， カー

ライル ・インディアン校の勝利でした。

パロル ド・コノリーは左腕の骨折を何度

も繰 り返し，左腕が右腕 に比べて大分弱く

なっていました。彼は左腕 を訓練 し強化す

るために， ボストン大学の正選手たちの後

ろの方でハンマー投げを始めました。 しば

らくすると，他の誰よりも遠 くへ投げられ

るようにな り，競技会 に出場 しました。後

に彼は世界記録を破って，金メダルを獲得

しています。彼は， 自分の最 も弱い部分 を，

最 も強い部分 に変 えたのです。

ボクサーのジョー ・フレイザーがこう言

っています。「皆が皆，選手になったり，チ

ャンピオンになれるわけではあ りません。

しか し精一杯の努力をして， 自分 に磨 きを

かけることはだれで もできるはずです。」

自己信頼

世界記録は競技が始まる以前に，すでに

1971年 ，ジョー ・フレイザーは，ニューヨークで開かれたボクシ

ング15回 戦の末，モパメド ・アリに判定勝ちしました・

ぐ、
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作 られているという場合がよくあρます。

「いずれ200メ ー トル背泳の世界記録を

更新する人が出てきます よ」 とアメリカの

水泳選手 ジェ ド ・グレイフは，1964年 のオ

リンピックで予言しました。 そして，だれ

がその記録更新をすると思うか との質問に

対 して，グ レイフは，「私です」 と答えたの

です。実際記録は彼によって破 られ ました。

オース トリアの重量上げ選手ジ ョゼフ ・シ

ュタイ ンバ ッハは，1906年 ア テネで開がれ

たオリンピックの特別大会 に出場 した もの

の，アマチュア資格 に疑いをかけ られてい

て，偏狭な観客か ら非難を浴びせ られまし
しようぜ ん

た。彼は惰然と退場し，結局2位 のギリシ

ャ選手が優勝 ということになりました。 国

旗が掲揚されると，観客から歓声が湧き上

が りました。その時です。 シュタインバ ッ

ハは再び会場に戻 ってきて，優勝者がやっ

との思いで持ち上げたバーベルに近づき，

頭上に軽々と3度 持ち上げたのです。

1952年 ， 人間機関車と呼ばれたチ ェコス

ロバキアのエ ミル ・ザ トペ ックは10，000メ

ー トルと5 ，000メ ー トルの両 レースで金 メ

ダルを獲得しました。彼は 自らこの勝利 を

祝 して，今度はマラソン競技に出場すると

発表をしました。 しか し，彼にはそれまで

42.195キ ロメー トルの距離を走 った経験は

1度 もありませんでした。

「勝てる見込みはあるんですか」と報道

記者 に尋ね られ ると，ザ トペックは答えまし

た。「勝てると思わなければ，出場なんかし

ませんよ。」

24キ ロあた りの地点でザ トペ ックは優勝

候補 のイギリスのジム ・ピータースにぴっ
つ

たりと就いて走っていました。

「お互いもうちょっと速く走らないとい

けませんね」ザ トペ ックはこう言うと， ピ

聖徒 の道/1982年10月 号

ッチを上げ， ピータースとの間をどんどん

と広げていきました。 そして笑みを浮かべ

なが ら勝利のテープを切 ったのです。

コロラ ド州 デンバーのプロフットボール ・

チーム，ブロンコスに所属するフロイド ・

リトルは自分 を信頼することについて，簡

単 に次のように言っています。「月並みな人

間にな りたいと思いません。私にはできる

限 り優 れた人間になるという権利があるん

ですか らね。」

正 直

古代 におけるギリシャの競技会では，ル

ールに違 反した り，審判員を買収した者は

罰金を課せ られ， 自分の名前とどのような

反則を犯 したかを刻 んだ彫像 を立てなけれ

ばならないことになっていました。おそら

く古代のオ リンピックにおいて最 も驚嘆す

べきことは，1，000年 に わたる年 月の中で，

この彫像がわずか13体 しか作 られなかった

という事実だと思います。 しかし， スポー

ッの世 界ではそのようなごまかしをしない

ということはもちろん，ほかにも正直さを

求 められる場合があります。

ゴルフの トーナメント競技会には，出場

選手がスコアカー ドに間違った記載をした

り，サインを しないままスコアカー ドを提

出 した場 合 には失格 となるという決 まり

があ ります。著名 な ゴル ファーであ るゲ

ー リー ・プレイヤーは一度これ をやって，

ある名高い トーナメン トか ら外されたこと

があ ります。スコア リング ・テントにいた

だれかがサインするよう注意してやって も

よかったような ものではないかという質問

を受けた時，プ レイヤーはこう答えました。

「人生には責任 というものがあります。

33



自分の責任 を他人に肩代わりしてもらうこと

はできません。 これは私 の責任で した。 そ

れをしなかったのですから，その結果は 自

分で引き受けなければな りませんよ。」

1936年 に開かれたベル リンオリンピック

では， ヒトラーが 白人こそ最 も優れた民族

であると声高に叫んでいました。 しか し，

アメリカ選手団の中にいた，10人 の黒人選

手はヒトラーの意に反 し，いかなる国の選

手団 も寄せつけない優秀 な成績 を上げまし

た。その中でも著 しい働 きをしたのが， ジ

ェス ・オーエ ンスで した。 ヒ トラ ーは開

会式においてこのオーエンスとの握手を避

け，黒人選手団に対する明 らかな差別待遇

を見せました。 これに対 してオーエンスは

ただ肩をすくめただけで，「いずれにせ よ，

私はヒトラーと握手をするために，はるばる

やって来たわけではない」 と言い，結果的

には金メダルを4つ も獲得 したのです。 走

り高飛びで，彼が世界記録を破 った時，最

初に彼をたたえたのはアメリカチームの仲

間ではなく，互 いにしのぎを削り合 う中で

すっかり感激していた ドイツの選手ルズ ・

ロングでした。

「こんなに素晴 らしい試合は初めてです
。

あなたこそ最高の人です。」片言の英語で彼

は叫びました。

オーエ ンスがロングの両手を取って固く
いっせい

握 りしめると， スタン ドか ら一斉に拍手が

湧き上が りました。 そして、ζ・たりの選手は

互いの肩を抱き合いながら， トラックに向

かって歩き始めました。 ヒ トラーが観戦し

ていたにもかかわ らず，観衆は手放 しで喜

び，歓声はいつまでも鳴りやみませんでし

た。

1932年 ， フ ィンラン ドのラ リー ・レーテ

ィネンは5，000メ ー トル競争 に優勝 しました。
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ア メ リカのヒル選手はこのレーテ ィネンに

最後のホーム ・ス トレッチで戦いを挑みま

した。観衆は総立ちとな りました。 ヒルが

追い越そうとすると， レーテ ィネンは急に

ヒルの方に曲がってきました。 ヒルが これ

を反対側 に避けようとすると， またもや レ

ーティネンは彼の前方をさえぎるようにし

てきました。結局 ヒルはわずかの差 で， レ

ーティネンに逃げ切 られてしまいまじた。

観衆のレーティネンの非 を訴 える声がや

まず，判定員 も優勝の発表ができないまま

1時 間以上過ぎて しまいました。 しか し結

局 レーティネンの行為は反則には該 当しな

い ということで，彼の優勝が発表されたの

です。

レーテ ィネ ンが表彰台の最上段に登ろう

とすると，彼を非難する観衆の大きな声が
いっせい
一斉に沸き上がり

，競技場 に響 き渡りまレ

た。 そしてオ リーブの冠 が頭上 に置かれた

時， レーティネンはこれを取って段 を降 り，

ヒルの頭 に冠を載せたのでした。

自己訓練

オ リンピック選手の トラック競技コーチ

を務めたディーン ・クロムェルがこう言っ

たことがあります。「自分の生活の中から，

最善 を尽 くす上で妨げ となる ものを取 り除

きなさい。」

プ リンス トン大学か ら全米代表選手 とし

て選抜された り，プロのバスケッ トボール

で選手をしたこともある現上院議員 ビル ・ブ

ラ ッドレイは，こう語っています。「自分 で

自分 を鍛 えなくち ゃな りません。一定の場

所を決め，続けて25回 成功するまでそこか

らシュー トを続けるんです。 自分を鍛えて

おけば 日曜の朝で も，ベッ ドか らはね起 き



て，教会 に行 けるようになりますよ。」

モルモンであり，オ リンピックで800メ

ー トル走に出場 したウエイ ド・ベルはこう

言っています。「トラックはまさに試 しの場

です。そこでは肉体が欲しないことを精神が

強制できる場 です。きょうは440ヤ ー ドを60

秒 で ，10回 走 りました。終わりの4回 あた

りは， とて もきつくて足がちぎれてしまう

かと思いました。 でも精神力で何とか走 り

続けました。」

傑出した者 となるため喜んでその代償を

支払おうという人があまりにも少なすぎま

す。これはいかなる分野 においても言える

ことです。

失敗することもあると
覚悟 しておく

ク リフ・サーシュマン、は1960年 の ローマ・

オリンピック大会 では，400メ ー トル ・ハ

ー ドルで銀メダルを獲得 したものの
，1964

年 の 東京大会 には予選 で敗れ，出場の機会

を失ってしまいました。同じ町に住む数人

のファンからサーシュマンを慰める手紙が

届 きましたが，彼はその返事の中でこう書

きました。

「私のことであまり心配しないで下 さい
。

ある人たちを見ていると，かえって私の方

が心配 になってきます。

汗にまみれ，肉体的にも精神的にも耐え

て，練習を続けてきた長年 の苦労があっと

いう間に無に帰 して しまいました。 しか し

私はやるだけのことをじました。私は何 も

しないで手をこまねいているよりは，失敗

して も， とにか くカー杯やる方を選びます。

学校のフ ットボールチーム，合唱クラブ，

勉強など， どのような分野の事柄 において
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も皆さんはオ リンピックに挑むと同じ気持

ちで取 り組むことができます。 しかし，今

持 っている力以上のことをしようと努力し

ないでいて， どうして 目標達成△の自信が

生 まれてくるでしょうか。

・確 かに試合で敗れた時は無念でたま

りませんでした。 しかし今 となっては，く

よくよせずにもう一度奮起し，一歩一歩少

しずっ，勝利 に向けて進んで行 くしかあ り

ません。

私は自分で定めた目標に到達 できるとは

思 っていません。見込みは全然ありません

が，それでも私には 自分を支えるものがあ

ります。 希望 と信仰です。

中には， スポーツで全力を尽くすことの

満足感や，学業で良い成績を修 めた時の喜

び，仕事を完成させ，また，全力を尽くした

という気持 ちでそれを振 り返る時の素晴ら

しい気持ちをまった く知らない人がいます。

・頂 上 には部屋が幾つもあ ります
。 し

か し自分で登ろうとレない人のための部屋

はひとつ もありません。」

再 起

ハンガリーのカロリー ・タカクスは世界

的な射撃の名手として知られていました。

彼のたったひとつの望みはオリンピックで

優勝することでした。 ところがある 日，車
あ

で帰宅の途 中，事故に遭い右腕 を切断 しな

ければな らなくなりました。利き腕 をです。

タカクスの快復は，はかばかしくありま

せんでした。それは肉体的というよりはむ

しろ精神的なチャレンジでした。彼は絶望

の淵に沈んでいました。彼を助 けたいと思

う人はいましたが，結局は何 もできません

で した。 タカクスは友人を避けるようにな
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りました。家族 でさえ彼がどこにいるのか

わか らないというようなことがありました。

しか し，カロリー ・タカクスは備 えていた

のです。彼はひとり引きこもって，左腕 と

照準 を合わせる方の 目を訓練 していました。

それは普通の人々が考 える以上に頭脳を使

う訓練でした。 次のオ リンピック大会の時

にはタカクスの準備はできていました。競

技を終えたこの片腕のハ ンガリー人は観衆
かっさい

の喝采の中を表彰 台の最上段へ と登 り，金

メダルをその首に受けたのです。

タカクスは射撃能力以上のものを私たち

に示 してくれました。 人間の中には，あま

り使われていないが，実 に強じんな，再起

への力が秘められていることを証 明したの

です。

彼は絶望の苦 しみは敗北のしるしではな

く， それ以上の後退 はもうないということ

のきざしであるという素晴らしい事実 を自

分で発見 したのです。かつて私 のある友人

がこう言ったことがあります。「どん底 まで

行けば，後は再 び上昇する機会 も出てきま

すよ。」

チームワーク

中国に 「片手で拍手はできない」 という
ことわざ

諺があ ります。人間の力を数 える方程式で

は，1た す1の 和は2で なく，11に なるので

す。一致のあるところには力があります。

1967年6月 ブ リガム ・ヤング大学で全米

大学体育協会の トラ ック競技大会が開催さ

れました。 この時，南カルフォルニア大学

の4選 手が，440ヤ ー ド・リレーで世界 記

1936年 ，ジェス ・オーエンスは，ロ

ンドンで開かれた合衆国対イギリス

のトラック競技対抗試合で，400ヤ
ー ド・リレーに優勝しました。
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録をち ょうど1秒 下回る記録 を出しました。

440ヤ ー ド・リレーにおける38.6秒 という記

録 は，100ヤ ー ド短距離走の世 界記録9.1秒

と いうタイムと比べてみるとわかるように，

実 に素晴 らしい ものです。平均すると南カ

リフォルニア大学の優勝チームの各選手は

100ヤ ー ドを8.7秒 で走ったこと、になるのです。

同 じ目標を持っ一人一人の力が合わさる

と，よ り大きな効果を上げることができま

す。人生は共 に力を合 わせて切 り開いてゆ

くひ とつの冒険です。 そこには導 く者とそ

れに従 う者が必要です。 また，互 いに譲 り

合 って進むことと，同胞に対する無私の愛

が求められます。

神への信仰

真実の勝者は，持てるすべてを出し尽く

した後に，さらに助けを求めて神 に祈 ります。

17歳 のキ ャシー ・フ ァーガソンは，ある

時，背泳で先頭の泳者にわずか15セ ンチの

差 のところで力泳していました。彼女の手

足はほ とん ど感覚 を失っていましたが，なお

泳ぎ続けました。8メ ー トル，7メ ー トル，

6メ ー トル，5メ ー トルと必死 に泳 ぎ続け，

ついに優勝を手 にしました。 その栄光の瞬

間，彼女は涙なが らに言いました。「『神様，

泳ぎ切 る力を与 えてください』 とただ祈 り

続けていました。」

フレッド・ハ ンセンはまだ越 えたことの

ない高さにあるバーを前にして，緊張と不

安 にか られていましたが，その興奮のさ中

に父か らの手紙 を取 り出して読みました。

そこには次の聖句が書かれていました。「し

かし主を待ち望む者は新 たなる力を得，わ

しのように翼をはって，のぽることができ

る。走って も疲れることなく，'歩いても弱

聖徒の道/1982年10月 号

ることはない。」(イ ザヤ40：31)そ の 次の

ジャンプで彼はバーを飛び越え，棒高飛び

の世 界記録 を達成 しました。・

アメリカの走者ギル ・ドッズは，激 しい

レース中， どうしようもない疲れ と痛みで，

足が鉛のようになるのを感じました。彼は

試合を放棄 したいという気持ちと闘いなが

ら，心から祈 りました。「主よ，私の足を進

めたまえ。」そして彼は優勝しました。

勝者の資質

私たちのほとんどは，決してオリンピッ

ク大会 に出場することはないでしょう。 し

か し，オリンピックのモットーと精神は永遠

の進歩を信ずる末 日聖徒 にとっては非常に

深い意味を持 っています。 こうした理想は，

私たちゐ生活のすべての面において絶えず

進歩向上を 目指すよう動機づけてくれ ます。

全力を尽 くし，歩みを早め，真実の勝者と

なるように私 たちを励ましてくれるのです。

私が友 とする若人の皆さんは，神の息子，

娘です。 もし皆さんが神の子 として 自分 自

身を深く信頼し，主の祝福を受けて成長す

ることができるように生活を整えているなら

ば，主はその望むことが正 しいものである

限 り，すべての願いを聞きとどけて下さる

ことでしょう。 もし皆さんが 自分の人生を

有意義なものとし，奉仕の業 を進めるため

に最善を尽 くすなら，主が助 けて下さるで

しょう。主は皆さんの可能性 を知 っておら

れ，それを十分 に発揮できるように助けて

下 さいます。 そして，かつては考えも及ば

なか ったほ どより速 く， より高 く，そして

よ り強 く，人生 を歩むことができるように

なるのです。

(注 ：1ヤ ー ドは約91.4セ ンチメー トル)
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戸

曳 ド

刷蹉屡嚇縫
はな し

お話:マ リリン･ナ イ トウ

しん しつ

リアは寝室のまどから,じ っと

マ 噸 ていま臨 そよそよと
かぜ あき ひ かざぐるま

風のふく秋の日でした。風車が,ま ば
あおそら む

ゆいばかりの青空に向かって,く るく

るまわっていました。マリアはひっこ
いえ

してきたばかりの家のまわりのけしき

が,だ んだんすきになってきました。

マリアもマリアのかぞくも,ず っと
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れるけど。｣マリアはかφをかがやかせ

ながら,さ けびました。
なに た つ く
｢何か食べられるものも作ろうな。

い

だが,か り入れがおわるまで,ま って
かあ

おくれ。そうしたら,お 田さんがおい
つく

しいものを作ってくれるよ。｣
むら ひと い

マリアは,村 の人たちがかり入れを
み むら ひ と

するのをじっと見ていました。村の人
はな い おお

たちはク〔コッカスの花を入れた大きな

カゴをもってきました。おひるをすぎ
はな

ると,花 をバラバラにするしごとがは

じまりましだ。マリアは,び っくりぎ

ょうてんしてしまいました。称 がi銘の
ひ と いう ちい はな

人たちは,む らさき色の小さな花から,
か

まっ赤なめしべをぬきとりは じめたの

です。そして,め しべをそっとカゴの
なか い はな

中に入れ,バ ラバラにした花をポンポ
やま

ンほうりなげて,山 づみにしました。
はな やま ほう ある

マリアは花の山の方へ歩いていって,

40

はな て まえ

花をひとつ手にとりました。前にはあ
はな

んなにきれいな花だったのに,バ ラバ
じ めん うえ

ラにされてしまって,地 面の上でしお

れています。
はな

こんなにたくさんのきれいな花をメ

チャメチャにしてしまうなんて,と マ
お も

リアは思いました。マリアは,し ぶし
かあ

ぶお田さんといっしょに,め しべとり
あか

をはじめました。カゴはまもなく赤い
わか おとこ

め しべでいっぱいになり,若 い男たち
き

が来て,は こんでいきました。すると
き かあ

またからのカゴが来て,マ リアもお母
ゆう

さんもタぐれまで,め しべとりをしま

した。
あ さ'

よく朝マリアは,き のうとっためし
み

べが,た なにならべてあるのを見まし
たいよう

た。スペインのあつい太陽がてりつけ

ると,め しべはすぐにかわいてしまい
とう

ました。お父さんはめしべをつつみに
いち ば

して,市 場へおくれるようにしました。
とう

マリアは,お:父 さんがめしべのつつ

みをトラックにつみこむあいだ,ト ラ
み

ックによりかかって見ていました。｢お
とう か

父さん,わ たし,ど う してこれを買う
ひと はな

入がいるのか,ま だわからない。花を
なに

バラバラにしてしまって,こ れで何が

できるの。｣
とう て

お父さんは手をやすめて,や さしく
み はな

マリアを見ました。｢かわいい花をメチ
ちい

ヤメチャにして,こ んな小さな,き た
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ヨコの鍵
けんそん いの

1.よ り謙遜に祈るために○○○○を

する。
かんむり

4.イ エスはとげのある○○○の冠を

かぶせられた。
しんこう いの お

6.信 仰と祈りにより○○○は起こる。
ふくいん よ つた

8.福 音はこの世の00ま で伝えられ

る。
かみ こひつじ かずおお な

9.神 の小羊,エ ホバなど数多くの名
よ かた

で呼ばれているお方は。
てん ふ しょくもつ

11.天 か ら降 ってきた食 物。
い だい けいか く

12.偉 大 な○○ ○の計画 。
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作 鈴木則子

(堺ステーキ部

かぎ 堺第1ワ ー ド部)

タテの鍵
し よ う コ お

1.小 なることより○○なること起こ

る。
ねんそうしゅん てん ぷ おん こ おとず

2.1820年 早春に天父と御子の訪れを
う しょうねん

受けた少年は。
つま

3.ア ブラハムの妻は。
ふくいん だい げんそく ぎ しき ばん め

5.福 音の第1原 則と儀式の3番 目は。
しんかい ばん め かた

7.神 会の3番 目のお方は。
と もの かみ くに はい

8.｢富 んでいる者が神の国に入るよ
あな

りは,ら くだが ○○ の穴 を……。｣
び と あい

10.○00人 を愛せよ。

疲 こたえは47ページにあります。
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一
エイ ちようろう

一"レ ク･A･カ ス バー ト長老 は
,

フPイ ギリスのノッチンがムで生ま

れました。ノッチンがムというのは,

ロビン･フ ッドがすんでいたシャーウ
もり ちか まち

ッドの森の近くにある町です。

ちようろう

カスバート長老:わ たしは,ほ んとう
ちか

にノッチンがムの近くのおしろにす

んでいました。もちろんそこは,口
ものがたり で

ビンフッドの物語に出てくるような

ところです。そこには,ま だノッチ
だいかん だいかん

ンかム代官がいます。代官 は,だ い
しちょう

だいノッチンがム市長をたすけるた

めにえらばれるのです。これは,も
なんぴゃくねん

う何百年もつづいています。
もり おお

シャーウッドの森には,大 かしの
き き おお

木という木があります。大きなかし
き まち ひ と

の木といういみです。町の人たちは
き

ロビン･フ ッドの木とよんでいます。
き にん ひ と た

その木には,12人 の人が立ったまま
はい あな じゅれい

入れるほどの穴があります。樹齢は
ねん

1500年 で,ロ ビン･フ ッ ドのか くれ
が

家だったといいつたえられています。
とお おお ひと き み

遠くから,大 ぜいの人がこの木を見
き

にやって来 ます。

ちょうろう か ぞく かい

カスバート長老もそのご家族も,改
しゅうしゃ

宗者です。

ちようろう

カ スバー ト長 老:わ た したち は,1951
ねん がつ ゆう

年1月 のあるタベにバブテスマをう
とう じ いま

けました。当時は,今,せ かいのそ
うつく れいはいどう

こかしこにあるような美しい礼拝堂

はありませんでした。わたしたちの
しゅうかいじょ ふる や

集会所は,と ある古い一けん家でし
せんきようし

た。宣教師たちはそこのゆかをはい

で,バ プテスマフオントをつくりま
か ぞ く

した。わたしの家族は,そ のバブテ
さいしよ

スマフオントで最初にバプテスマを
なか

うけたグループの中にいたのです。

わたしたちはとても しあわせで,む

ねをわくわくさせながら,バ プテス
とき てん とう

マの時をまっていました。天のお父
さま さま

様やイエス様が,わ たしたちのバブ

テスマをのぞんでおられることを,
し

知つていたからです。とてもさむい
ひ

日でしたが,バ ブテスマフオントに
こころ

おりていくわたしたちの心は,あ た

たかくもえていました。
か くにん ぎ しき

バブテスマと確認の儀式をおえた
こころ なか き も

あとも,心 の〔Pにあたたかい気持ち

がのこっていました。バプテスマを
かみさま きょうかい はい

うけて,神 様のほんとうの教会に入
し

ったことを知っていたからでした。
き も

その気持ちがあったおかげで,わ た
しゅっぱっ

したちはまた出発することができま
き も

したし,き よく,じ ゆんすいな気持
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一
にく

し,肉 ひときれ,う まくいけば,タ マ
じ

ゴひとつだったそうです。みんな,自
ぶん つく た

分たちで作ったやさいを食べて,お な

かをみたさなければな りませんで した。

ちょうろう せんそうちゅう くうしゅう

カスバート長老:戦 争中は,空 襲のサ
いの

イレンがなると,よ くお祈 りをしま
よ なか

した。そして,ま 夜中に,ぼ うくう

こうにかけこんだ

ものです。

ちようろう

カスバート長老は,
こ ども

子供たちについて,
つよ

強いあかしをもって

います。

ちようろう

カスバート長老:こ
ち じょう

の地上にやってく
まえ こ ども

る前に,子 供たち
れい

はみんな霊として
かみさま まえ

神様のみ前にすんでいたのだという

はっきりとLノたあかしを,わ た しは
こ ども

もっています。子供たちは,つ みも
よ

なく,じ ゅんすいなままこの世へや
じ ぶん じ ぶん

ってきます。自分で自分のすること
とし まえ

にせきにんをもてる年になる前にし
こ ども

ぬ子供たちがいますが,そ のような
こ ども かみさま

子供たちは,つ みがないので,神 様

まえ

のみ前にかえっていくのです。｢かの
おさな こ ど も う ひとりこ

幼き小児らは,わ が生みたる独子に
よ はじ あがな

よりて世の始めより陵オりるるなり。｣
きょうぎ せいや く

(教 義 と聖約29:46)
ぬし

わたしは,す くい主のこのことば
だい こころ おさ

が大すきです。｢心をいれかえて幼な
ご てんごく

子のようにならなければ,天 国には

いることはできないであろう。｣(マ

タイ18:3)
ぶ たいかい

ども あい

供たちを愛しておられ,
てん とうさま はな

で天のお父様に話 しかけてほしい,
てん とうさま あい かんしゃ

天のお父様の愛にどんなに感謝して
はな お も

いるかを話してほしい,と 思ってい
てん とうさま

らっしゃいます。天のお父様は,い
あい

ろいろなほうほうで,愛 をしめして

くださっています。たとえば;み な
じよう

さんがこの地上にすめるようにして

ステーキ部大会
い

に行くときには,

そのステーキ部の
こ ども あ

子供たちに会って,
だいかんちよう

キンボール大管長

のメッセージをつ

たえるのがたのし

みです。それに,

わたしのあかしを
はな てん

話 したり,天 のお
とうさま こ

父様がどんなに子
いの なか

お祈りの中
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｢助けが要る者 を自分たちで助 け……｣

(モーサヤ4:16)

長崎支部からの報告

げ

醗;轟 鍵

･鞭

薮

.

囹
月23日 午後4時 頃か ら降 り始めた雨

は,雷 を伴 い,午 後7時 から8時 の

一時間に長崎市内で118ミ リメー トル とい

う驚異的な数値を記録,長 崎市を中心 に大

きな被害を もた らしました。
なるたけ

特に市内鳴滝地区では崖崩れで一度 に30

名 の方が生 き埋めになり死亡 しました。ま

た東長崎地 区では川が氾濫 して田畑が川 と

なり,付 近一帯の家屋 に泥流,土 砂が入 り

込みました。道路はいたる所で寸断され崖

崩れがあった山は爪でえぐられた ような無

惨 な肌をみせております。市内を流れる中

島川も氾濫 し,繁 華街は2メ ー トルの水に

浸り,完 全 に水没 した地下街にいた人々は

二階,三 階に避難するという有様でした。

長崎支部の教会員および家族 には死傷者

行方不明者はおりませんでしたが,一 時は行

方のわからない教会員が数名お り心配しま

した。しかし24日 正午までには全員無事であ

ることが確認されました。教会員の中では,

数家族が家屋の床上浸水,崖 崩れ による土

鞭 瞭 悟:1濾

･講

灘騨 ､灘

左.福 岡ステーキ部より送られてきた救援物資

右:会 員と宣教師が力を合わせての復旧作業

砂 流入,家 屋の損傷 などの被害 を受 けまし

たが,幸 い全半壊等の大きな被害は免れる

ことができました。

長崎支部のある建物は地下車庫が水没 し

ただけで,マ ンシ ョンの2階(礼 拝堂),3

階(ク ラスルーム)共 まったく被害はあ り

ませんでした。

被害 を受 けた家族に対 しては大雨の翌 日

(7/24)か ら教会員,宣 教師が 一体 とな り

手分けして復旧作業の手助 けをしました。

暑さの中,水 に浸 った畳や家具 の持ち出し,

流 入した土砂 の除去などの復旧作業はなか

なか大変で したが,皆 で力 を合わせて行な

うことができました。

貯蔵用の缶詰をさっそく担当の家族のと
た

ころへ持 っていったり,御 飯の焚き出しを

した り,相 互扶助 の精神がいたる ところに

発揮されました。

ステーキ部からもステーキ部長 自ら運転

編
翻
謝
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鱗灘㈱醇

日が西に傾 きかけた頃,1日 がか りの設

営を終えたスカウ トたちが 中央広場 に集ま

って｢友 情 と躍進の祭典｣の 開会式が始ま

りました。

期間中全員が集まる行事は,こ の開会式,

4日 のジャンボ リー大集会,6日 の閉会式

の3つ だけです。 その他は8人 のスカウ ト

から成る｢班｣ま たは4つ の班で構成する

｢隊｣の 単位で
,多 彩な各種の選択プログ

ラムに参加 します。こうして各 自が何年 に

もわたって身につけてきたスカウ ト技能 と

奉仕の精神 を発揮 しあい,分 かち合 うので

す。むろん全期 間キ ャンプ生活をするので

すから,寝 るためにテン トを張 り,食 べる

ためのかまど,食 卓,イ ス,食 器洗い場を

作るところから始めなくてはな りませんし,

マキで炊事 をするのです。 したが ってスカ

ウ トたちは非常 に忙しいのです。

素晴 らしかった大会 にもついに終わりが
えい か

やってきました。8月6日 の夜,大 営火を

囲んだ閉会式の熱気は,光,ブ ラスバン ド,

国旗,大 会旗,隊 旗のパレー ド,キ ャン ド

ルサー ビスで最高潮 を迎 えました。少年 た

ちは式が終わった後 も,い つまで もいつま

でも腕を組み,肩 を抱き合 って｢つ ながる

友情,日 本ジャンボリー｣と 歌い続けてい

ました。少年たちの心の中に,世 界スカウ

ト兄弟の一員であることの喜 びが実体験 と

して刻 み込 まれたのです。

今から4年 後のジャンボ リー に,さ らに

多くの末 日聖徒 と共に集 うことができるこ

とを祈念してお ります。(レポーター:石 川

賢一,名 古屋第2副 ステーキ部長,ボ ーイ

スカウ ト名古屋89団 団委員)

第8回 日本ジャンボリーに

奉仕して
東京北ステーキ部

.川越ワード部

天野 昭

囹
一イスカウ ト運動が

,英 国のべーデ

ン･パ ウエル卿によって始められて

から75周 年,ボ ーイスカウ ト日本連盟創立

6q周 年 を記念する第8回 日本ジャンボリー

が白石市の南蔵王山ろくで開催され た。

8月2日 夜の開会 に先だって,1日 の午

後,現 地 に到着 した私は,早 速衛生班の任

務 についた。 その夜は,.台 風第10号 の余波

を受けて午前2時 頃から暴風雨がひどくなり,

テ ン トが飛ばされないように,ひ と晩中押

さえているという忘れ難い経験をしたが,

ごれによって奉仕要員の絆はより強固なも

の となった。｢神 と国とに誠をつ くし,『 お

きて』 を守 ることを,名 誉 にかけて実行す

る｣と いうポーイスカウ トの誓いのもとに,

8月4日 午前.9時 か ら宗教儀礼 が行なわれ

た。末 日聖徒イエス･ .キリス ト教会は今回

初めて,キ ャンプ広場内に礼拝用の場所が

認められ,野 外聖餐会が,250名 の スカウ

ト･リ ーダーの参加 を得て,2箇 所で開か

れた。他の広場でも.,神 道(3,100名 〉,仏

教(2万 名 〉,カ トリック(1,200名),プ ロ

テスタン ト(750名),世 界 救世 教(1,650
こんこう くろずみ

名),金 光教(1,500名),黒 住教(32名),

聖 公会･天 理教(不 明)な どの各教宗派が

別々に宗教儀礼を行なった。

私は,衛 生班で川越地区から奉仕された
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▲四国4県,そ れぞれのお国自慢の踊りを披露 した盆踊り大会
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験町田ステーキ部
独身成人プログラム
｢サ マ ー キ ャ ン プ｣

｢全 き一 日｣を モ ッ トーに

おくさが み

しい大自然に囲まれた奥相模湖青根

国 キャンプ場で,8月19日(木)か ら21

日(土)ま での3日 間,60名 の参加を得て町

田ステーキ部独身成人プログラムのサマー

キャンプが行なわれた。
なんじ

ステーキ部長会から与えられた｢汝 ら人
あたい おぽ

の値は神 の前に大いなることを憶えよ｣と

いうテーマの もとに,｢青 春 に悔 いな し｣

(全 き一 日)と いうモ ッ トーを掲げて行な

われたこのキ ャンプは,1日 目が｢準 備の

日｣,2日 目が｢実 行の 日｣,3日 目が.｢報

告 の 日｣と いうプログラム内容 で,参 加者

はそれ ぞれ に完全な一 日.を過ごそうと努 め

た。

このプログ.ラムを行 なうに際し,私 たち

実行委員は体力と時間の不必要 な浪費を避

けるように心がけ,特 に委貝長 は置かず心

鰐'勲%｣■w､｣■w､｣■ 聯'㌔■膨v撒%｣■へ耀㌔｣■～辮㌔｣■《卿㌔｣■～郷%｣■～%〃㎜｣㌔ ■㎜ 七㎜%｣■ ～塀ヤ㎜､｣■ ～辮h㎜%｣■ へ〃卿､｣■～膨､｣■《解㍗･｣㎜%｣㎜'｢･脚'｢.｣■w､｣圏

鐙東京ステーキ部, .東京西ステーキ部合同
｢若い女性キャンプ｣

23名 に｢ヤ ー リング｣の 資格

<等 身大の人形を使 って人工呼吸の指導 を受

ける｢若 い女性キャンプ｣の 参加者たち

因
型台風10号 の通 り過 ぎた8月.4日 か

ら6日 までの3日 間,東 京 ステーキ

部,東 京西 ステーキ部合同の若い女性 ガー

ルズキャンプが行なわれました。は じめに
おおだいら

計画していた神奈川県大平 キャンプ場 が,

台 風の被害が大 きく使用中止 となったため,

1日,日 程 を遅 らせ,八 王子第2ワ ー ド部

での合宿形式のキ ャンプ となりました。
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多 数 の 講 師 を招 い て

開催 され た
｢学生協会リーダーズ･セミナー｣

国
る7月27日 か ら30日 の4日 間,学 生

協会(LDS,SA)主 催 のリーダー

ズセ ミナーが国立オ リンピック記念青少年

総合センターで開かれた。 これは,学 生が

｢将 来,社 会で大きな影響力を発揮 する末

日聖徒になるために,学 生時代 に何 をしな

ければならないか｣を 共に考えるために開

かれたものである。今回のセ ミナーには,

女性15名 を含め,北 は北海道か ら南は鹿児

島まで全国から約50名 の参加があった。

まず,菊 地良彦長老の米国への転任に伴

い新 しく学生協会理事長 となった田中健治

長老の基調講演があり,そ の後,オ リエン

テーリング,講 演,グ ループデ ィスカッシ

ョン,夜 のフェスティバルなど,多 彩なプ

ログラムが展開された。

教会員である諸先輩か ら学生に対する期

待,学 生時代 にしなければならないこと,

人生に対する考 え方など,様 々な提言があ

り,そ れを受けて熱心 な討議が繰 り返 され

た。これを通 して参加者は信仰 に根ざした

学生生活を送るための答えをそれぞれに得

た様子であった。そして｢や る気のある学

生が相互に啓発 しなが らバ リバ リ行動 しよ

う｣と 決意 を述べ合い,解 散 した。 なお今

回のセミナーで講演 した方々は以下の通 り

である。(敬 称略)

●｢は ばたけ学生諸君｣田 中健治 〔地区代

表,学 生協会理事長〕

●｢成 功する杜会人｣松 本潔 〔東京西ステ

58

一キ部 第1副 ステーキ部長
,内 外証券(株)

取 締役社長室長兼 人事部長〕

●｢思 いをコン トロールするには｣増 井重

之 〔東京ステーキ部第2副 ステーキ部長,

日本教育 トレーニング･シ ステム(株)経

営〕

●｢学 生伝道について｣池 内英二 〔教会教

育部東京インスティテユー ト･イ ンス ト

ラクター〕

●｢人 生設計 と学生生活｣新 山靖雄 〔東京

ステーキ部 ステーキ部長,イ ンタラック

(株)代 表取締役社長〕

●｢福 音に根ざした教育にかける私の半生｣

高 良慎清 〔大阪ステーキ部祝福師,奈 良

立正芸術学院校長 〕

●｢末 日聖徒の社会 での役割｣柏 倉仁 〔地

区代表,三 機工業(株)勤 務〕

●｢昇 栄す るための備え｣鈴 木正三 〔地区

代表,地 域教会教育部部長〕

(レ ポーター:日 本 中央学生評議会会長･
まさはる

佐藤正温)

学生協会に思う

繕
鹿児島地方部

鹿児島支部

牧 善一郎

囹
回 リーダーズセ ミナーに出席するま

で,学 生協会に対して私 はまったく

関心がありま.せんでした。｢東 京で何やら始

めている｣と いう感じでしか受 け留めてい

なかったのです。 でも今回のセ ミナーに出
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い や

また兄や監督 にも癒 しの儀式をお願い しま

した。神殿の祈 りの名簿の中にも娘の名前

が加えられました。そして病状は次第に良

くなってきましたが,熱 は依然続 いていま

す。 この子は幼 くして主 のみ もとに召 さ

れるのではないか と考 え,不 安 な気持 ちに

なることもあ りました。

妻は,菊 地長老に祝福して もらえたら熱

が下がるのではないか と言いました。幸い

私たちは菊地長老 と同 じワー ド部 に属 して.

い ました。数 日たって菊地姉妹か ら,長 老

が都合をつけて病 院に行 く,.と いう電話を

頂きま した。2月4日,午 前6時 少し前,

菊地長老は,娘 の癒 しのために病 院に来て

下さいました。菊地長老の片手 と私の右手

が娘の頭の上 に置かれ,直 美は聖 なる神権

の祝福を受 けました。私 と妻 は信仰を持 っ

て臨みました。 ふたり共みたまを感 じ,妻

は治ると信じていましたし,私 も断食を通

して証 を得 ま した。不安 な一夜 を過 ごし

た翌 日,24日 間 も続いた高熱が下がっだの

です。

｢主 はいつ も苦 しみや落胆から人々を解

き放 つとは限 らない。一見不都合 に思われ

ることが 目的を持 った計画の一部であった

りするからである。苦難は,人 々に忍耐,

堅 忍,自 制を教え,人 々を聖 徒 にす る。｣

(スペ ンサー･W･キ ンボール)

｢わ れわれは神から幸をうけるのだか ら
,

災 をも,受 けるべ きではないか。｣(ヨ ブ2:

10)ヨ ブ の模範 にも力づけられました。

娘は3月10日,心 地好 い春 の日ざしをい

っぱい受けて退院しました。(ますい･し げ

はる1955年 生 まれ,ひ ば りケ丘ワー ド部

第2副 監督)

認懸縫 叢
まヨ

羅､鰐
ii醗灘鰍

あたい

｢人 の値 は神の前に

おぽ

大 いな ることを憶 え よ｣

刑務官(入 王子

拘置支所勤務)

東京西ステーキ部

府中ワード部

柏 勇一郎

から4年 前の昭和53年,当 時,私 は

今 鹿児島支部の一会員で した。 ある用
件 で鹿児島刑務所を訪問した時のことです。

刑務所の門を入る と,受 刑者 らしい入々が

荷車を運搬 しながら,額 に汗して働 いてい

る光景に出くわ しました。私 は,用 事を忘

れて立ち止ま り,彼 らに見入って しまいま

した。 その時,心 の中に何か熱い ものを感
なんじ

じ,次 の 聖 句 を思 い 出 し た の で す 。｢汝 ら,
おぽ

人の値は神の前に大いなることを憶えよ。｣

(教義 と聖約18:10)

そ れ以来私は,｢天 父は,こ うした受刑

者たちを どの ように心 に留めておられるの

だろう。 彼らに対 して何かできることがあ

るなら,そ れは何だろうか｣と 考 えるよう

になりました。月日がたっても,あ の時の思

いは心から離れませんで した。 当時の私 と

いえば,自 分 自身が何者で,ど んな使命が

あるのか,ま た自分の進路を どうするか,

は っきりとレた確信 を持 てない時期 でした。

そうした一切を解決するために翌年3月

に上京しました。｢こ の私が刑務官 になって
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読者の

異郷の地で

プテスマを受けてか ら9カ 月 目,大

バ 学 に在学中1年 間のカ リフ ォルニア
での研修 に参加 した私は,異 郷の地 で信仰

生活を送ることになりました。

現地に到着し,生 活を始めてからすぐに様

様な問題が持ち上が りました。教会の集会

に出席して も内容が理解できず,.そ の上知

人も友人もいませんで した。 また同 じ屋根

の下での共同生活で難しい入間関係 とい う

ものを初めて経験しました。私 は平安 を失

い,人 と神様を愛すことができない状態に

陥って しまいました。そして,も う神様か

ら断ち切られてしまうのではないか と思っ

ていたある 日,一 冊の本が 日本から届きま

した。私はその本を読んで泣きました。声

をあげて泣きました。 そして読んでいるう

ちに何か体の中に力が満ちてくるのを感 じ

ました。表紙には｢聖 徒の道｣と ありました。

毎 日曜の3時 間だけの集会,そ れ も内容

をよく理解で きな い私にとって,｢聖 徒の

道｣は 神権会であり,日 曜学校であり,証

会でありました。私は｢聖 徒の道｣が 届 く

とむさぼ り読むようにな っていました。 そ

れは私 に勇気 と真理の導きを与えて くれ ま

した。毎月欠かさず｢聖 徒 の道｣を 送って

(題字･イ ラ ス ト/東 京第4ワ ー ド部･渡 辺隆 史･23歳)

下さったその兄弟に心からお礼を申し上げ

たいと思います。(東 京ステーキ部下北沢ワ

ー ド部･野 荻裕 弘･23歳)

人の心をあたためる本

'一プ の教会に改宗するまで,私 は違う宗

(｣げ 教に入っていました。 そこでも｢聖

徒の道｣と 同じような本が毎 月発行されて

いました。 その本を読んで素晴 らしいと思

い,ま たその教えに感動 したこともあ りま

した。 しかし,ど うして も神様の存在を信

じることができませんでした。

そのような時,今 から2年 前,こ の教会

を知 りました。 そしていつの間にか,モ ル

モンの教えを自分の生活の一部 と考 えるよ

うになっていたのです。｢聖 徒の道｣を 読む

時,ま た聖典を読む時,｢こ れが真理だ｣と

いっ も感激するのです。 また,教 会幹部の

方々のメッセー ジを読む時,胸 の奥深 く,

大きな感動を覚えます。

｢聖徒の道｣を 読んで涙を流した人,生

きる 目的をつかんだ人,く じけそうな心を

支 えてもらった人など,数 多いと思います。

本当に｢聖 徒の道｣は,あ たたかさを感 じ

させてくれる本だと思います。(高 松 ステー

キ部高松 ワー ド部･谷 明美･15歳)
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